
Title 日中戦争期の重慶における中国ムスリム団体の宗教活動とその特徴 :
中国回教救国協会とその重慶市分会を中心にして

Sub Title On the Characteristics of Religious Activities Observed in the
Chinese Islam Association for National Salvation in Chongqing during
the Sino-Japanese War

Author 矢久保, 典良(Yakubo, Noriyoshi)
Publisher 三田史学会

Publication
year

2010

Jtitle 史学 (The historical science). Vol.79, No.1/2 (2010. 3) ,p.55- 86 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00100104-20100300-0055

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

│
│
中
国
回
教
救
国
協
会
と
そ
の
重
慶
市
分
会
を
中
心
に
し
て
│
│

矢
久
保

典
良

は
じ
め
に

中
国
の
ム
ス
リ
ム
は
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
漢
族
に
囲
ま
れ

て
生
活
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る

が
、
そ
の
数
自
体
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
国
民
国
家
の
形
成
を

め
ざ
す
中
、
国
民
政
府
は
国
民
を
統
合
す
る
た
め
に
国
内
の
他
の

集
団
と
同
様
に
、
ム
ス
リ
ム
を
も
取
り
込
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
特
に
日
中
戦
争
期
は
戦
争
遂
行
の
目
的
か
ら
も
、
ム
ス

リ
ム
を
「
国
民
」
に
組
み
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
日
本
も
ま
た

ム
ス
リ
ム
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
自
陣
営
へ
入
れ
る
こ
と
を
狙

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
日
本
側
が
積
極
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
工
作
を
行
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
脅
威
か
ら
き
て
い
た
。

満
洲
事
変
後
、
新
た
に
成
立
さ
れ
た
「
満
洲
国
」
内
の
ム
ス
リ

ム
に
対
し
て
日
本
は
工
作
を
行
う
た
め
、
一
九
三
四
年
に
満
洲
伊

斯
蘭
教
協
会
を
設
立
し
た
（
一
九
三
六
年
に
満
洲
回
教
協
会
に
改

組
）。
次
に
「
満
洲
国
」
に
隣
接
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
に
「
蒙
疆
政

権
」
を
樹
立
す
る
と
、
そ
こ
に
西
北
回
教
聯
合
会
を
設
立
し
た
。

西
北
地
方
（
寧
夏
、
甘
粛
、
青
海
、
新
疆
、
陝
西
の
各
省
）
は
回

民
軍
閥
と
呼
ば
れ
る
ム
ス
リ
ム
の
世
俗
軍
事
勢
力
が
支
配
し
て
お

り
、
国
民
政
府
の
支
配
が
あ
ま
り
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
信
仰
に

基
づ
く
強
い
絆
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
の
団
結
心
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
政
治
的
・
軍
事
的
に
自
陣
へ
取
り
込
む
と
と
も
に
、
ソ
連

か
ら
中
国
へ
と
続
く
中
国
側
の
補
給
路
、
い
わ
ゆ
る
「
西
北
ル
ー

ト
」
を
断
つ
こ
と
が
日
本
の
目
論
み
で
あ
っ
た
（
１
）
。
さ
ら
に
一
九
三

八
年
に
は
華
北
地
域
に
も
ム
ス
リ
ム
を
懐
柔
す
る
た
め
、
中
国
回

教
総
聯
合
会
を
設
立
し
た
。

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

五
五
（
五
五
）



こ
う
し
た
動
き
に
危
機
感
を
抱
い
た
国
民
政
府
側
も
ム
ス
リ
ム

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
。
特
に
中
国
回
教
救
国
協
会
（
以
下

〈
協
会
〉
と
略
称
す
る
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
実
際
、

〈
協
会
〉
と
は
国
民
政
府
系
の
ム
ス
リ
ム
指
導
者
ら
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
全
国
規
模
（
実
際
に
は
国
民
政
府
の
支
配
地
域
）
で
中

国
ム
ス
リ
ム
の
統
合
を
試
み
る
た
め
の
組
織
・
団
体
で
あ
っ
た
。

〈
協
会
〉
は
白
崇
禧
ら
国
民
政
府
関
係
者
の
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て

指
導
さ
れ
て
い
た
た
め
「
国
民
政
府
の
擁
護
、
三
民
主
義
に
適
応

し
た
行
動
の
促
進
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
発
揚
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
の
団

結
、
抗
戦
建
国
に
対
す
る
協
力
」
と
い
う
宗
旨
を
掲
げ
て
い
る
よ

う
に
、
国
民
政
府
の
意
向
を
代
弁
し
て
の
ム
ス
リ
ム
向
け
の
宣
伝

工
作
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
団
体
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
宗
教

の
発
揚
を
担
っ
て
い
た
（
２
）
。〈
協
会
〉
の
前
身
は
白
崇
禧
が
�
介
石

に
よ
る
ム
ス
リ
ム
の
有
力
者
を
集
め
て
会
議
を
開
く
よ
う
に
と
い

う
指
示
を
受
け
て
、
武
漢
で
ム
ス
リ
ム
の
有
力
者
と
話
し
合
っ
た

結
果
、
一
九
三
八
年
五
月
に
武
漢
で
成
立
し
、
同
年
八
月
に
重
慶

へ
遷
っ
た
「
中
国
回
民
救
国
協
会
」
で
あ
っ
た
（
３
）
。
一
九
三
九
年
一

〇
月
に
は
漢
語
を
日
常
に
用
い
る
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
回
民
だ
け
で

な
く
、
ト
ル
コ
系
諸
語
を
使
用
す
る
ム
ス
リ
ム
を
も
含
む
中
国
の

全
ム
ス
リ
ム
の
統
一
組
織
を
目
指
し
て
い
た
と
い
う
理
由
か
ら

「
中
国
回
教
救
国
協
会
」
へ
と
改
組
さ
れ
た
。
そ
れ
は
中
国
回
民

救
国
協
会
と
い
う
名
称
の
中
の
「
回
民
」
と
い
う
二
字
が
「
回
教

人
民
」
の
省
略
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
所
謂
「
回
教
徒
の
人
民
」

を
指
す
の
か
、「
回
教
民
族
」
の
省
略
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
民

族
の
意
味
を
含
む
も
の
を
指
す
の
か
が
明
瞭
で
は
な
く
、
両
者
を

混
同
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
中
国
の
ム
ス
リ
ム
の
組
織
・

団
体
の
名
称
と
し
て
「
中
国
回
民
救
国
協
会
」
よ
り
「
中
国
回
教

救
国
協
会
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
、
白
崇
禧
ら
ム
ス
リ
ム
指
導

者
が
見
な
し
た
こ
と
に
よ
る
（
４
）
。
日
中
戦
争
以
前
か
ら
各
地
で
様
々

な
ム
ス
リ
ム
組
織
・
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
ま
り
機
能

せ
ず
分
散
し
て
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
国
民
政
府
の
指
導
下

で
一
つ
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
〈
協
会
〉
の
成
立
の
背
景
に
は
日
中
戦
争
の
た
め
の

「
抗
日
」
の
必
要
性
と
国
家
を
超
え
た
ム
ス
リ
ム
の
団
結
の
必
要

性
が
あ
っ
た
。
結
成
目
的
は
ム
ス
リ
ム
を
組
織
化
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
れ
は
全
国
の
ム
ス
リ
ム
を
包
括
す
る
団
体
の
成
立
を
希

求
す
る
動
き
と
連
動
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。〈
協
会
〉
に
は
国

民
政
府
の
意
に
沿
っ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お

い
て
絶
対
的
多
数
の
漢
族
の
中
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
生
存
の
術
と
し
て
の
政
府
側

へ
の
団
体
側
か
ら
の
す
り
よ
り
と
い
う
面
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
清
末
の
反
乱
以
来
形
成
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
負

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号
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の
イ
メ
ー
ジ
が
彼
ら
の
生
活
に
影
を
落
と
し
、
こ
れ
ら
の
記
憶
が

未
だ
に
残
り
、
様
々
な
漢
回
対
立
の
火
種
に
な
り
う
る
こ
と
も
あ

り
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
か
蔑
視
さ
れ
て
い
る
と
か
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
〈
協
会
〉
と
そ
の
一

分
会
を
中
心
に
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
に
お
け
る
政
治

要
素
を
分
析
し
、
そ
の
政
治
利
用
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
思
う
。

日
中
戦
争
期
の
ム
ス
リ
ム
、
特
に
回
民
や
そ
の
団
体
を
扱
っ
た

研
究
は
多
い
が
（
５
）
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
彼
ら
の
「
抗
日
活
動
」
に
お

け
る
政
治
的
な
役
割
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
に
お
け
る
研

究
の
多
く
は
、
と
り
わ
け
彼
ら
の
「
救
国
」・「
愛
国
」
的
な
面
を

重
視
し
て
い
る
（
６
）
。
し
か
し
、
日
中
戦
争
期
の
中
国
ム
ス
リ
ム
お
よ

び
〈
協
会
〉
の
宗
教
活
動
を
扱
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
戦

時
下
で
の
ム
ス
リ
ム
の
国
民
政
府
へ
の
取
り
込
み
の
問
題
を
直
接

的
な
政
治
的
利
用
の
側
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
元
来
ム
ス
リ
ム

が
有
す
る
宗
教
に
基
づ
く
規
範
意
識
の
利
用
と
い
う
面
か
ら
も
見

て
い
く
こ
と
も
ま
た
必
要
と
思
わ
れ
る
。
日
中
戦
争
下
に
お
け
る

ム
ス
リ
ム
の
取
り
込
み
に
お
い
て
は
「
愛
国
」、「
抗
日
」、「
救

国
」
等
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
前
面
に
押
し
出
し
た
政
治
的
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
が
信
仰
す
る

イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
宗
教
的
要
素
も
政
治
利
用
さ
れ
た
と
見
て
よ

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦
時
下
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教

活
動
と
そ
の
特
徴
に
注
目
す
る
こ
と
は
ま
た
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
中
国
に
お
け
る
信
仰
や
儀
礼
の
政
治
利
用
に
関
す
る
研
究

に
は
、
伝
統
王
朝
に
よ
る
祭
天
儀
礼
に
対
す
る
も
の
や
共
産
党
に

よ
る
民
俗
や
民
間
信
仰
に
対
す
る
も
の
が
あ
る
（
７
）
。
し
か
し
、
従
来

の
研
究
で
は
中
国
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
儀
礼
を
政
治
利

用
し
た
活
動
の
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
、
日
中
戦
争
期
の
重
慶
と
中
国
ム
ス
リ
ム

ま
ず
日
中
戦
争
期
の
重
慶
の
状
況
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
日
中

間
の
全
面
戦
争
が
勃
発
し
、
南
京
が
陥
落
す
る
と
、
国
民
政
府
の

政
府
機
関
や
文
化
機
関
は
四
川
、
雲
南
、
広
西
、
貴
州
な
ど
と
い

っ
た
内
地
へ
次
々
と
移
転
し
て
い
っ
た
（
８
）
。
そ
の
中
で
も
重
慶
は
、

特
に
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
九
月
六
日
に
国
民
政

府
が
中
華
民
国
の
臨
時
首
都
を
重
慶
に
置
き
、
日
中
戦
争
期
の
中

央
政
府
の
所
在
地
と
な
っ
た
た
め
、「
抗
戦
」
の
中
心
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
９
）
。

戦
時
下
の
こ
の
街
は
経
済
の
急
成
長
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
戦

火
を
避
け
た
難
民
の
流
入
に
よ
る
人
口
増
加
と
工
場
の
到
来
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
。
内
地
に
移
転
し
た
工
場
の
約
半
数
近
く
が
重
慶

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

五
七
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に
集
中
し
、
そ
の
八
割
近
く
が
重
化
学
工
業
関
係
の
工
場
で
あ
っ

た
。
国
民
政
府
は
抗
戦
体
制
の
維
持
強
化
の
た
め
に
積
極
的
な
経

済
発
展
政
策
を
と
り
、
工
業
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
（
１０
）
。
日
中

戦
争
を
要
因
と
す
る
政
治
・
軍
事
・
文
化
に
関
す
る
諸
機
関
と
ヒ

ト
・
モ
ノ
の
大
移
動
に
よ
る
集
中
が
生
じ
た
結
果
、
こ
の
時
期
の

重
慶
は
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
（
１１
）
。

次
に
戦
時
下
の
重
慶
の
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
一
九

三
九
年
当
時
の
重
慶
市
区
の
ム
ス
リ
ム
の
状
況
は
「
戸
数
が
約
二

百
戸
、
人
口
数
約
千
人
で
主
な
生
計
は
商
業
で
あ
っ
た
」
と
描
か

れ
て
い
る
（
１２
）
。
当
時
の
統
計
が
ど
こ
ま
で
実
人
数
を
示
し
て
い
る
か

は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
数
は
中
国
国
内
で
ム
ス
リ
ム

の
多
く
居
住
し
て
い
る
西
北
地
方
や
雲
南
に
比
べ
て
は
る
か
に
少

な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
重
慶
は
戦
時
下
の
臨
時
首
都

と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
政
府
機
関
や
文
化
機
関
が
各
地
か
ら
移

転
し
て
き
た
場
所
で
あ
っ
た
。
特
に
一
九
三
七
年
に
日
中
全
面
戦

争
が
勃
発
し
、
ム
ス
リ
ム
が
比
較
的
多
く
居
住
し
て
い
る
華
北
が

日
本
に
占
領
さ
れ
る
と
、
次
々
と
内
陸
へ
移
動
し
た
こ
と
に
伴
っ

て
、
政
治
家
、
軍
人
、
文
化
人
な
ど
多
く
の
ム
ス
リ
ム
の
有
力
者

や
団
体
が
戦
火
を
避
け
て
こ
の
地
に
避
難
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
、
国
民
政
府
に
近
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
ム
ス
リ
ム
た

ち
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
、
日
中
戦
争
下
で
中
国
ム
ス
リ
ム
を
統

合
・
組
織
化
し
、
全
国
規
模
の
社
会
団
体
・
政
治
団
体
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
た
中
国
回
民
救
国
協
会
も
武
漢
よ
り
こ
の
地
に

遷
っ
て
き
た
た
め
、「
重
慶
は
全
国
回
教
機
関
の
中
枢
に
変
化
し

た
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１３
）
。
か
く
し
て
重
慶
は
一
時
中

国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
中
心
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
（
１４
）
。

二
、
重
慶
の
ム
ス
リ
ム
団
体
と
清
真
寺

（
１
）
重
慶
ム
ス
リ
ム
団
体
の
系
譜

〈
協
会
〉
が
成
立
す
る
以
前
の
重
慶
に
は
、「
教
育
を
振
興
し
、

団
体
を
固
め
て
、
漢
回
の
親
睦
を
図
る
」
こ
と
を
宗
旨
と
し
て
掲

げ
て
い
た
全
国
規
模
の
ム
ス
リ
ム
団
体
で
あ
っ
た
中
国
回
教
�
進

会
の
支
部
が
存
在
し
て
い
た
（
１５
）
。
こ
れ
は
一
九
二
六
年
に
中
国
回
教

�
進
会
四
川
分
会
の
命
令
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
重
慶

西
寺
、
南
寺
、
北
寺
の
郷
老
（
清
代
及
び
民
国
期
の
清
真
寺
の
管

理
者
）
が
こ
の
支
部
を
指
導
し
て
い
た
（
１６
）
。
支
部
内
に
は
執
行
委
員

と
監
察
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
名
い
て
、
支
部
の
会
長
は
設
立
当

初
よ
り
温
鶴
汀
と
い
う
人
物
が
務
め
て
い
た
が
、
彼
が
死
去
し
た

一
九
三
四
年
以
後
、
会
長
の
ポ
ス
ト
は
空
席
と
な
り
、
組
織
の
活

動
は
衰
退
し
て
い
っ
た
（
１７
）
。

一
九
三
八
年
八
月
、
中
国
回
教
�
進
会
重
慶
支
部
が
機
能
し
な

く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
中
国
回
民
救
国
協
会
が
重
慶
に
遷
っ
て

史
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き
て
、
こ
の
地
で
「
中
国
回
教
救
国
協
会
」
へ
と
改
組
し
た
。
理

事
長
は
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
副
参
謀
総
長
等
の
要
職
に
就
い
て

い
た
軍
人
・
政
治
家
の
白
崇
禧
で
あ
り
、
実
務
は
唐
柯
三
ら
成
達

師
範
学
校
関
係
者
が
担
っ
て
い
た
（
１８
）
。〈
協
会
〉
の
総
会
（
本
部
）

の
所
在
地
は
重
慶
張
家
花
園
六
二
号
で
あ
っ
た
（
の
ち
に
中
興
路

へ
移
転
し
た
（
１９
）
）。
重
慶
に
は
総
会
の
他
に
そ
の
下
部
組
織
で
あ
っ

た
重
慶
市
分
会
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
重
慶
市
の
ム
ス
リ
ム
を
組
織

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
九
三
八
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
（
２０
）
。
こ
の
宗
旨
は
「
回
教
を
発
揚
す
る
こ
と
、
ム
ス
リ
ム

同
胞
を
団
結
さ
せ
る
こ
と
、
抗
戦
建
国
に
協
力
す
る
こ
と
」
で
あ

っ
た
（
２１
）。
総
会
と
分
会
と
の
関
係
は
前
者
が
後
者
を
指
導
し
、
後
者

は
前
者
に
活
動
状
況
を
報
告
す
る
義
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
２２
）
。

こ
の
他
に
、
重
慶
に
は
中
国
伊
斯
蘭
青
年
会
（
一
九
四
五
年
一

二
月
に
「
中
国
回
民
青
年
会
」
と
改
称
）
と
中
国
回
教
文
化
研
究

会
が
あ
っ
た
。
前
者
は
〈
協
会
〉
傘
下
の
社
会
団
体
で
あ
り
、
一

九
四
〇
年
二
月
一
一
日
に
成
立
し
た
。
設
立
さ
れ
た
当
初
は
固
定

さ
れ
た
所
在
地
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
三
年
に
総

会
の
旧
所
在
地
（
張
家
花
園
六
二
号
）
に
定
ま
っ
た
。
当
初
会
員

数
は
一
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
四
年
に
は
三
〇
〇
〇

人
ほ
ど
に
拡
大
し
た
。
後
者
は
一
九
三
九
年
三
月
に
〈
協
会
〉
副

理
事
長
唐
柯
三
と
常
務
理
事
馬
宗
融
の
提
案
に
よ
っ
て
、
そ
の
指

導
下
で
設
立
さ
れ
た
学
術
団
体
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
の

紹
介
や
学
術
研
究
を
旨
と
し
て
い
た
。
こ
の
団
体
に
は
ム
ス
リ
ム

だ
け
で
な
く
郭
沫
若
や
顧
頡
剛
と
い
っ
た
非
ム
ス
リ
ム
の
文
化

人
・
知
識
人
も
会
員
と
な
っ
て
い
た
（
２３
）
。

以
上
、
重
慶
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
団
体
に
つ
い
て
概
観
し
て
き

た
が
、
日
中
戦
争
当
時
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
や

は
り
〈
協
会
〉
の
総
会
と
そ
の
重
慶
市
分
会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

は
日
中
戦
争
期
に
全
国
規
模
で
ム
ス
リ
ム
を
統
合
し
動
員
と
組
織

化
を
試
み
た
団
体
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
中
国
回
教
救
国
協
会
と
清
真
寺

〈
協
会
〉
の
重
慶
市
分
会
の
所
在
地
は
重
慶
十
八
梯
清
真
寺
に

あ
っ
た
。「
清
真
寺
が
教
務
遂
行
の
中
心
（
２４
）
」
で
あ
る
と
〈
協
会
〉

が
見
な
し
て
い
た
よ
う
に
、
清
真
寺
、
す
な
わ
ち
マ
ス
ジ
ド
（
モ

ス
ク
）
は
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
心
の
拠
り
所
で
あ
り
信
仰
を
実
践

す
る
場
で
あ
っ
た
。
清
真
寺
の
教
義
上
の
儀
式
や
行
事
を
掌
り
、

か
つ
ム
ス
リ
ム
集
団
の
社
会
秩
序
と
個
人
の
生
活
規
範
の
維
持
を

監
督
・
指
導
す
る
な
ど
と
い
っ
た
宗
教
上
の
職
務
を
司
っ
て
い
た

の
は
宗
務
者
と
し
て
の
教
長
で
あ
っ
た
。
元
来
、
清
真
寺
の
管
理

運
営
を
担
っ
て
い
た
の
は
郷
老
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

郷
老
の
職
務
は
月
費
の
徴
収
、
献
金
の
募
集
、
宗
務
者
の
俸
給
の

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

五
九
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支
払
い
、
清
真
寺
の
維
持
修
理
な
ど
財
政
会
計
に
関
す
る
事
項
の

処
理
や
教
長
の
招
聘
・
罷
免
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要

な
も
の
は
教
長
の
招
聘
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
郷
老
が
該
当
す
る
清

真
寺
の
信
徒
の
名
で
行
う
と
い
う
よ
う
に
形
式
的
に
は
信
徒
の
総

意
の
形
を
と
っ
て
い
た
が
、
実
質
的
に
は
郷
老
の
意
向
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
。
郷
老
は
選
挙
に
よ
っ
て
複
数
人
選
ば
れ
、
通
常
任

期
は
一
年
で
断
食
明
け
の
祭
り
の
際
に
改
選
さ
れ
、
重
任
も
妨
げ

な
か
っ
た
。
こ
の
郷
老
の
中
か
ら
主
席
者
あ
る
い
は
幹
事
が
選
ば

れ
、
日
常
の
事
務
処
理
を
委
ね
ら
れ
た
（
２５
）
。
一
般
に
清
真
寺
は
郷
老

に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

で
は
、〈
協
会
〉
成
立
後
の
清
真
寺
は
ど
の
よ
う
に
管
理
運
営

さ
れ
て
い
た
の
か
。〈
協
会
〉
に
よ
る
清
真
寺
董
事
会
に
関
す
る

規
定
と
清
真
寺
の
管
理
に
関
す
る
規
定
で
は
、〈
協
会
〉
と
清
真

寺
と
の
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
（
２６
）
。
清
真
寺
董
事
会
は

選
出
さ
れ
た
三
人
か
ら
七
人
の
董
事
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
彼
ら

が
職
務
を
担
い
、
必
要
時
に
董
事
の
中
か
ら
互
選
で
常
務
董
事
三

人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
董
事
の
候
補
資
格
は
、
当
該
の
ム
ス

リ
ム
居
住
地
区
に
五
年
以
上
居
住
し
、
教
律
を
守
り
公
正
誠
実
で

あ
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
る
者
、
一
年
以
内
に
当
該
の
居
住
区
内
の

清
真
寺
あ
る
い
は
学
校
に
国
幣
三
〇
〇
元
以
上
を
寄
付
し
た
者
、

教
務
・
教
育
及
び
地
方
公
益
に
熱
心
で
あ
る
と
公
認
さ
れ
る
者
、

当
該
の
ム
ス
リ
ム
居
住
区
域
の
清
真
寺
あ
る
い
は
回
民
学
校
の
創

立
に
関
し
て
歴
史
が
あ
り
特
別
な
関
係
が
あ
る
者
で
あ
っ
た
。
選

出
さ
れ
た
董
事
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
董
事
会
が
清
真
寺
の

事
務
、
会
計
、
審
議
等
を
管
理
し
た
。
具
体
的
に
は
、
教
長
の
招

聘
・
解
任
、
寺
産
の
購
入
・
売
却
、
清
真
寺
の
経
費
の
預
金
や
貸

出
の
管
理
と
募
集
、
各
種
事
務
の
新
設
と
改
良
な
ど
で
あ
っ
た
。

董
事
会
は
毎
月
一
回
会
議
を
開
き
、
会
議
の
主
席
は
董
事
会
の
構

成
員
に
よ
る
輪
番
制
で
あ
っ
た
。
董
事
の
選
出
・
改
選
は
断
食
明

け
の
祭
り
の
際
に
協
会
の
分
会
（
省
市
レ
ベ
ル
）・
支
会
（
県
市

レ
ベ
ル
）
が
派
遣
し
た
監
督
者
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
。
董
事
会

の
組
織
状
況
に
つ
い
て
は
分
会
・
支
会
に
報
告
す
る
義
務
を
負
っ

た
。
経
費
の
出
納
に
関
し
て
は
掲
示
し
て
公
開
し
た
上
で
分
会
・

支
会
・
区
会
（
郷
鎮
レ
ベ
ル
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
他
方
、〈
協
会
〉
は
自
ら
制
定
し
た
「
清
真
寺
管
理
�
法
」

を
用
い
て
全
国
の
清
真
寺
の
管
理
や
運
営
を
行
お
う
と
し
た
。
そ

の
た
め
、
分
会
や
支
会
も
「
中
国
回
教
救
国
協
会
章
程
」
や
「
清

真
寺
管
理
�
法
」
を
管
轄
区
の
清
真
寺
に
対
し
一
律
に
遵
守
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
清
真
寺
に
人
事
上
の
問
題
が
生
じ
た
際
に

は
各
地
の
分
会
や
支
会
が
処
理
に
当
た
り
、
そ
れ
で
も
解
決
で
き

な
い
よ
う
な
重
大
案
件
の
場
合
は
総
会
が
処
理
を
担
当
し
た
。
各

寺
は
収
支
を
半
年
ご
と
に
分
会
へ
報
告
す
る
義
務
を
負
っ
た
。
各

史
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寺
は
寺
産
の
利
用
に
よ
る
教
育
及
び
公
益
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
そ
の
進
行
状
況
・
収
支
状
況
を
翌
年
一
ヶ
月
以
内

に
〈
協
会
〉
へ
報
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
〈
協
会
〉
は
人

員
を
派
遣
し
て
、
各
寺
の
管
理
状
況
を
視
察
し
た
。
各
分
支
会
は

清
真
寺
の
名
称
・
所
在
地
等
の
情
報
を
リ
ス
ト
化
し
て
〈
協
会
〉

へ
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

清
真
寺
董
事
会
は
清
真
寺
を
管
理
し
て
、〈
協
会
〉
の
下
部
組

織
で
あ
る
現
地
の
分
会
や
支
会
が
董
事
会
を
監
督
・
指
導
し
た
。

清
真
寺
は
〈
協
会
〉
に
よ
っ
て
間
接
的
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
中
国
ム
ス
リ
ム
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
大
分
散
小
集

住
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
全
土
に
分
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
清
真
寺
を
核
に
そ
の
周
辺
に
集
住
し
て
生
活
し
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
清
真
寺
は
ム
ス
リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

に
位
置
し
て
い
た
（
２７
）
。
そ
の
た
め
、〈
協
会
〉
は
清
真
寺
を
管
理
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
地
域
の
ム
ス
リ
ム
を
把
握
・
管
理
し
、

彼
ら
の
統
合
を
試
み
て
い
た
。

以
下
、〈
協
会
〉
の
機
関
誌
『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
な

ど
を
用
い
て
、
具
体
的
に
重
慶
の
清
真
寺
に
つ
い
て
見
て
い
く
（
２８
）
。

実
際
、
重
慶
に
は
西
寺
、
南
寺
、
北
寺
の
三
座
の
清
真
寺
が
あ
っ

た
。
西
寺
は
十
八
梯
と
い
う
場
所
に
あ
っ
た
の
で
、
重
慶
十
八
梯

清
真
寺
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
明
代
万
暦
年
間
（
一
五
七

三
―
一
六
二
〇
）
に
馬
文
昇
よ
っ
て
「
重
慶
清
真
寺
」
と
し
て
建

立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
後
に
南
寺
が
成
立
し
た
た
め
清
真
西

寺
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
中
戦
争
期
に
は
陪
都
清
真
寺

と
な
り
、
戦
後
は
中
興
路
清
真
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
は
前
述
の
よ
う
に
〈
協
会
〉
の
重
慶
市
分
会
の
所
在
地
で
あ

っ
た
。
南
寺
は
清
代
康
煕
年
間
（
一
六
六
一
―
一
七
七
二
）
に
馬

化
蛟
・
韓
大
考
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
北
寺
は
一
九
一
四
年
に

張
星
亭
が
提
唱
し
た
募
金
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
北

寺
は
江
北
城
内
に
あ
っ
た
た
め
、
重
慶
市
区
内
に
あ
っ
た
の
は
西

南
両
寺
で
あ
っ
た
。
三
寺
を
比
較
す
る
と
、
信
徒
の
人
口
や
ア
ホ

ン
（
宗
務
者
）
数
は
西
寺
、
南
寺
、
北
寺
の
順
で
あ
っ
た
が
、
収

入
面
に
お
い
て
は
南
寺
が
西
寺
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
南

寺
が
比
較
的
裕
福
で
あ
っ
た
江
南
か
ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
え
る
。

日
中
戦
争
中
、
重
慶
の
清
真
寺
は
日
本
軍
の
爆
撃
に
あ
い
、
破

壊
と
修
復
と
を
繰
り
返
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
〇
年
西
南
両
寺

は
と
も
に
被
災
し
た
。
そ
の
時
、〈
協
会
〉
の
実
務
担
当
者
の
一

人
で
あ
っ
た
王
夢
揚
（
２９
）
は
西
寺
董
事
会
や
重
慶
市
分
会
の
責
任
者
と

相
談
し
た
。
そ
こ
で
、「
重
慶
数
百
戸
の
回
民
に
と
っ
て
清
真
寺

は
必
要
で
あ
る
」
や
「
全
市
回
民
に
と
っ
て
礼
拝
寺
は
集
会
の
中

心
で
あ
る
（
３０
）
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
西
寺
は
修
理
さ
れ
る
こ

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

六
一
（
六
一
）



と
に
な
っ
た
。
修
建
費
は
六
〇
〇
〇
元
を
要
し
、
そ
の
半
分
を

〈
協
会
〉
が
負
担
し
、
残
り
の
半
分
を
董
事
会
が
用
意
し
た
。
一

九
四
一
年
七
月
八
日
に
西
寺
は
再
び
被
災
し
全
壊
し
た
。「
重
慶

市
の
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
清
真
寺
は
必
要
で
あ
り
、
斎
月
に
臨
む

う
え
で
需
要
が
あ
る
（
３１
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
時
は
断
食
月
が
近

か
っ
た
た
め
、〈
協
会
〉
は
修
建
費
二
〇
〇
〇
元
を
補
助
し
、
最

短
期
間
で
礼
拝
殿
及
び
水
房
の
工
程
を
完
成
さ
せ
た
。
西
南
両
寺

は
元
々
別
々
に
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
再
び
両
寺
が
共
に
被
災
し

た
た
め
、
一
九
四
三
年
に
〈
協
会
〉
の
支
持
下
で
西
寺
所
在
地
に

両
寺
は
統
一
さ
れ
、
陪
都
清
真
寺
と
し
て
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
際
、

西
、
南
、
北
三
寺
の
董
事
会
は
統
合
し
て
「
重
慶
市
清
真
寺
董
事

会
」
を
設
け
た
。
再
建
に
か
か
る
費
用
は
六
〇
万
元
に
及
び
、
そ

の
半
分
は
政
府
が
補
助
し
、
残
り
半
分
は
〈
協
会
〉
に
よ
る
募
金

で
賄
っ
た
（
３２
）
。〈
協
会
〉
が
清
真
寺
の
再
建
に
対
し
て
資
金
面
で
積

極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
重
慶
の
清
真
寺

は
協
会
が
移
転
し
て
く
る
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
日
中
戦

争
下
で
度
重
な
る
日
本
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
外
部
か
ら
多
数
の
有
力
者
や
知
識
人
が
流
入

し
て
き
た
こ
と
も
関
係
し
、〈
協
会
〉
が
資
金
援
助
を
す
る
こ
と

で
清
真
寺
を
再
編
し
て
管
理
し
や
す
く
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
重
慶
に
お
け
る
宗
教
活
動

（
１
）
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
祭
り

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
行
わ
れ
る
祭
り
に
は
イ
ー
ド
と
マ
ウ
リ
ド

が
あ
る
。
イ
ー
ド
と
は
断
食
や
巡
礼
な
ど
の
五
行
と
密
接
な
関
わ

り
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
正

統
な
祭
り
で
あ
る
（
３３
）
。
祭
り
に
は
断
食
明
け
祭
り
（
イ
ー
ド
・
ア

ル
�
フ
ィ
ト
ル
）
と
犠
牲
祭
（
イ
ー
ド
・
ア
ル
�
ア
ド
ハ
ー
）
と

が
あ
る
。
両
イ
ー
ド
に
共
通
す
る
儀
礼
は
「
イ
ー
ド
礼
拝
」
で
あ

る
。
街
区
や
村
の
共
同
体
の
成
員
は
当
日
の
日
の
出
後
か
ら
南
中

ま
で
の
間
に
そ
ろ
っ
て
礼
拝
用
広
場
や
大
モ
ス
ク
に
集
ま
り
、
集

団
礼
拝
の
後
に
イ
マ
ー
ム
（
礼
拝
の
導
師
）
の
説
教
を
聴
く
。
彼

ら
は
そ
の
後
新
し
い
服
を
身
に
ま
と
い
、
親
族
・
隣
人
・
友
人
な

ど
と
挨
拶
や
談
笑
を
交
わ
し
て
祝
日
を
過
ご
す
。
一
部
に
は
墓
参

も
あ
り
、
夜
に
は
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
他
方
、
マ

ウ
リ
ド
と
は
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る

が
、
預
言
者
や
聖
者
と
い
っ
た
崇
敬
さ
れ
る
べ
き
ム
ス
リ
ム
の
誕

生
日
や
命
日
を
祝
っ
て
挙
行
さ
れ
る
祭
り
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム

法
に
規
定
は
な
く
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
に
始
ま
る
祝
祭
色
の
濃
い
行

事
で
あ
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の

で
、
厳
格
主
義
者
の
間
で
は
マ
ウ
リ
ド
を
異
端
視
す
る
見
解
も
存

史
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在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
活
動
と
し
て
の
祭
り
は

そ
の
正
統
行
事
と
見
な
さ
れ
て
い
る
イ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
イ
ー
ド
を
宗
教
活
動
の
事
例
と
し
て
扱
う
。

断
食
明
け
の
祭
り
、
す
な
わ
ち
イ
ー
ド
・
ア
ル
�
フ
ィ
ト
ル
は

小
祭
（
イ
ー
ド
・
サ
ギ
ー
ル
）
と
も
い
わ
れ
る
。
漢
語
で
は
こ
の

祭
り
を
「
開
斎
節
」
と
呼
ん
で
い
る
。
五
行
の
う
ち
の
断
食
と
関

係
が
深
い
行
事
で
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
第
一
〇
月
（
シ
ャ
ウ
ワ
ー
ル
）

初
日
に
行
わ
れ
、
こ
の
間
に
周
囲
の
貧
者
に
特
別
な
喜
捨
（
ザ
カ

ー
ト
・
ア
ル
�
フ
ィ
ト
ル
）
を
与
え
る
。

他
方
、
犠
牲
祭
、
す
な
わ
ち
イ
ー
ド
・
ア
ル
�
ア
ド
ハ
ー
は
大

祭
（
イ
ー
ド
・
カ
ビ
ー
ル
）
と
も
い
わ
れ
る
。
漢
語
で
は
「
宰
牲

節
」、「
古
爾
邦
節
」、「
忠
孝
節
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
五
行
の

う
ち
の
巡
礼
と
関
係
が
深
い
行
事
で
、
巡
礼
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

で
あ
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
二
月
（
ズ
ー
・
ア
ル
�
ヒ
ッ
ジ
ャ
）
一
〇

日
に
行
わ
れ
る
。
犠
牲
祭
で
は
家
族
ご
と
に
動
物
（
多
く
は
羊
）

を
屠
り
、
一
族
で
食
す
る
と
と
も
に
、
一
部
の
肉
を
貧
者
に
施
す
。

こ
の
供
儀
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
ア
ッ
ラ
ー
の
命
に
従
っ
て
、
息

子
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
し
た
瞬
間
、
身
代
わ
り
の
犠
牲
獣
が
与
え

ら
れ
た
と
い
う
ク
ル
ア
ー
ン
の
伝
承
に
基
づ
い
て
い
る
と
さ
れ
る
（
３４
）
。

（
二
）
重
慶
に
お
け
る
断
食
明
け
の
祭
り

で
は
、〈
協
会
〉
と
イ
ー
ド
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て

い
た
の
か
。〈
協
会
〉
の
総
会
は
断
食
明
け
の
祭
り
に
際
し
て
、

各
省
の
分
会
に
開
催
の
日
時
を
通
知
し
、
そ
れ
を
各
清
真
寺
に
転

送
さ
せ
た
。
こ
れ
は
全
国
の
ム
ス
リ
ム
を
動
員
し
て
祈
祷
大
会
を

実
施
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。〈
協
会
〉
は
断
食
明
け
の
祭
り
の

典
礼
を
主
催
し
た
。
会
報
に
お
い
て
も
断
食
月
（「
斎
月
」）、
断

食
明
け
（「
開
斎
」）、
断
食
明
け
の
祭
り
（「
開
斎
節
」）
に
関
す

る
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
（
３５
）
。
こ
こ
か
ら
〈
協
会
〉
が
断
食
明
け
の

祭
り
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

以
下
、
重
慶
の
断
食
明
け
の
祭
り
の
事
例
を
『
中
国
回
教
救
国

協
会
会
刊
』、『
中
央
日
報
』、『
新
華
日
報
』
を
用
い
て
描
い
て
い

く
（
３６
）。
日
中
戦
争
期
の
重
慶
で
は
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
四
年

（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
七
年
か
ら
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
三
年
）
の

間
ほ
ぼ
毎
年
断
食
明
け
の
祭
り
を
実
施
し
、〈
協
会
〉
の
総
会
あ

る
い
は
重
慶
市
分
会
が
ム
ス
リ
ム
を
動
員
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
主
要
な
開
催
場
所
と
し
て
十
八
梯
清
真
寺
を
使
用
し
た
。
祭

礼
に
は
〈
協
会
〉
幹
部
や
一
般
の
ム
ス
リ
ム
が
参
加
し
た
。
儀
礼

を
執
り
行
っ
て
い
た
の
は
、
十
八
梯
清
真
寺
の
丁
岐
山
ら
地
元
の

宗
教
指
導
者
と
馬
松
亭
や
王
静
斎
ら
〈
協
会
〉
幹
部
を
兼
ね
る
高

名
な
ア
ホ
ン
だ
っ
た
。
重
慶
で
行
わ
れ
た
断
食
明
け
の
祭
り
の
内

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

六
三
（
六
三
）



容
は
、
そ
の
意
義
の
説
明
や
祭
り
に
ま
つ
わ
る
講
演
、
礼
拝
に
お

け
る
儀
礼
に
関
す
る
講
釈
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
講
釈
や
そ
の
読
誦
、

礼
拝
、〈
協
会
〉
の
会
務
状
況
の
報
告
な
ど
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
八
年
の
祭
り
（
一
九
三
九
年
一
月
一
三
日
、

午
後
九
時
―
一
一
時
、
十
八
梯
清
真
寺
で
開
催
、
参
加
者
六
〇
〇

人
余
り
）
で
は
、
唐
副
理
事
長
に
よ
る
断
食
明
け
の
祭
り
の
祈
祷

大
会
を
挙
行
す
る
意
義
の
説
明
、
艾
宣
栽
（
３７
）
に
よ
る
大
会
の
順
序
の

報
告
、
丁
岐
山
ア
ホ
ン
に
よ
る
礼
拝
儀
礼
の
講
釈
、
馬
松
亭
の
指

導
に
よ
る
礼
拝
、
礼
拝
後
の
「
呼
徒
白
」（
フ
ト
バ
、
金
曜
正
午

の
集
団
礼
拝
や
二
大
祭
の
礼
拝
に
先
立
っ
て
な
さ
れ
る
説
教
）
時

に
、
馬
松
亭
に
よ
る
断
食
明
け
の
祭
り
の
意
義
の
講
演
、
馬
松

亭
・
王
静
斎
・
丁
岐
山
・
王
世
明
（
３８
）
・
張
秉
鐸
（
３９
）
が
ク
ル
ア
ー
ン
の
読

誦
及
び
祈
祷
の
挙
行
、
最
後
に
大
殿
内
に
お
け
る
参
加
者
全
体
に

よ
る
集
団
礼
拝
と
い
っ
た
手
順
で
宗
教
儀
礼
を
行
っ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
断
食
明
け
の
祭
り
に
お
い
て
は
ム
ス
リ

ム
を
動
員
し
て
の
「
抗
日
戦
争
」
勝
利
の
祈
祷
が
祭
り
の
内
容
に

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
七
年
か
ら

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
三
年
（
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
四
年
）
に

実
施
さ
れ
た
祭
り
で
は
、
毎
年
「
抗
日
戦
争
」
勝
利
の
早
期
実
現

を
願
っ
て
の
祈
祷
が
見
ら
れ
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
七
年
（
一

九
三
八
年
一
一
月
二
四
日
或
は
二
五
日
）
の
祭
り
で
は
「
抗
戦
勝

利
を
祈
祷
す
る
意
義
」
な
る
一
文
が
発
表
さ
れ
た
。
前
述
し
た
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
八
年
の
祭
り
の
事
例
で
も
、
宗
教
儀
礼
と
「
抗

日
」
に
関
す
る
内
容
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
年
の

祭
り
の
内
容
の
中
に
は
国
難
に
殉
じ
た
ム
ス
リ
ム
同
胞
（「
回

胞
」）
や
「
抗
戦
」
の
過
程
で
の
戦
死
者
の
追
悼
と
前
線
で
戦
死

し
た
馬
秉
忠
（
国
民
党
騎
兵
暫
編
第
二
師
二
旅
旅
長
）
と
い
う
ム

ス
リ
ム
の
烈
士
個
人
に
対
す
る
追
悼
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
九
年
の
祭
り
（
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
日
、
十

八
梯
清
真
寺
）
で
は
、〈
協
会
〉
の
理
事
で
あ
っ
た
王
曾
善
や
薛

文
波
な
ど
を
は
じ
め
、
重
慶
城
内
の
ム
ス
リ
ム
三
〇
〇
余
名
が
参

加
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。「
抗
日
戦
争
」
勝
利
を
祈
祷
し
、
国
難

に
殉
じ
た
同
胞
に
対
す
る
追
悼
の
儀
式
を
挙
行
し
た
。
ま
た
〈
協

会
〉
は
こ
の
祭
り
の
際
に
、「
開
斎
節
告
回
胞
書
」
な
る
文
書
を

二
千
部
印
刷
し
、
重
慶
の
ム
ス
リ
ム
及
び
各
地
の
分
会
や
支
会
に

配
布
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
年
に
は
重
慶
十
八
梯
清
真
寺
で
の
祭
礼
と
は
別

に
、〈
協
会
〉
の
事
務
所
で
も
唐
副
理
事
長
や
職
員
二
〇
余
名
に

よ
っ
て
祭
り
が
祝
わ
れ
た
。
こ
こ
で
も
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
集

団
礼
拝
を
挙
行
す
る
と
と
も
に
、「
抗
日
戦
争
」
に
お
け
る
最
終

的
な
勝
利
の
早
期
実
現
を
願
っ
て
の
祈
祷
、
及
び
国
難
に
殉
じ
た

同
胞
の
追
悼
が
行
わ
れ
た
。
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ま
た
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
〇
年
の
祭
り
（
一
九
四
一
年
一
〇
月

二
三
日
）
で
は
、
林
仲
明
（
４０
）
と
麦
斯
武
徳
（
４１
）
が
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
誦
し
、

唐
副
理
事
長
や
丁
岐
山
ア
ホ
ン
ら
が
講
話
を
行
い
、
最
後
に
参
加

者
全
体
で
集
団
礼
拝
を
行
う
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
。
五
〇
〇
人

以
上
が
参
加
し
た
が
、
各
政
府
機
関
に
勤
務
す
る
知
識
人
青
年
が

特
に
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
祭
り
の
宗
教
上
の
意
義
や
ム
ス
リ
ム

に
対
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
意
識
を
発
揚
す
る
と
い
っ
た
宗
教

要
素
と
「
抗
戦
建
国
」
に
対
す
る
ム
ス
リ
ム
の
貢
献
の
必
要
性
と

い
っ
た
「
抗
日
」
の
要
素
が
同
時
に
語
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
前

線
で
の
戦
死
者
と
国
難
に
殉
じ
た
同
胞
を
追
悼
し
、「
抗
日
戦

争
」
の
最
終
的
な
勝
利
が
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
に
祈
祷
を
執
り

行
っ
た
。

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
一
年
の
祭
り
（
一
九
四
二
年
、
参
加
者
五

〇
〇
人
余
）
で
も
、
戦
争
の
勝
利
の
祈
祷
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
二
年
の
祭
り
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
日
、

午
後
八
時
開
始
、
十
八
梯
清
真
寺
で
開
催
、
参
加
者
五
〇
〇
人

余
）
で
も
、
宗
教
儀
礼
（
礼
拝
の
前
に
馬
松
亭
に
よ
る
「
臥
爾

祖
」（
ワ
ー
ズ
、
説
教
）
の
実
施
、
孫
繩
武
常
務
理
事
に
よ
る
会

務
報
告
、
集
団
礼
拝
及
び
共
食
（「
聚
食
」）
の
挙
行
）
や
「
抗

日
」
に
関
す
る
内
容
（
礼
拝
後
に
連
合
国
の
「
抗
戦
」
勝
利
と
戦

死
者
追
悼
の
た
め
の
祈
祷
の
実
施
）
の
両
者
が
見
ら
れ
た
。
ヒ
ジ

ュ
ラ
暦
一
三
六
三
年
の
祭
り
（
一
九
四
四
年
九
月
二
〇
日
、
午
後

九
時
開
始
、
十
八
梯
清
真
寺
）
は
、
重
慶
在
住
の
中
国
と
外
国
の

双
方
の
ム
ス
リ
ム
男
女
六
〇
〇
余
名
も
の
信
徒
が
集
ま
っ
た
た
め

祭
礼
会
場
で
あ
っ
た
清
真
寺
の
大
殿
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た
の
で
、

会
場
を
臨
時
に
殿
外
に
も
ひ
ろ
げ
て
祭
礼
を
挙
行
し
た
。
殿
内
で

は
馬
松
亭
が
、
殿
外
で
は
定
中
明
（
４２
）
が
そ
れ
ぞ
れ
指
導
し
て
集
団
礼

拝
を
挙
行
し
た
。
礼
拝
後
に
は
達
浦
生
ア
ホ
ン
が
指
導
し
て
「
抗

日
戦
争
」
の
勝
利
及
び
国
難
に
殉
じ
た
同
胞
の
た
め
の
祈
祷
を
実

施
し
た
。

ち
な
み
に
、
礼
拝
を
行
う
前
に
〈
協
会
〉
は
エ
ジ
プ
ト
国
王
か

ら
の
中
国
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
「
九
・
一
八
」（「
満
洲
事
変
」）

か
ら
の
復
興
を
祝
福
す
る
と
い
う
表
示
を
受
け
た
こ
と
を
公
表
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
的
な
内
容
の
中
に
抗
日
運
動
の
要
素
が

組
み
込
ま
れ
、
両
者
は
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

断
食
明
け
の
祭
り
に
お
い
て
は
戦
死
者
の
追
悼
会
の
役
割
が
加

え
ら
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
前
述
し
た
祭
り
の
内
容
か
ら
、

こ
う
し
た
追
悼
が
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
八
年
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三

五
九
年
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
〇
年
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
二
年
、

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
三
年
と
ほ
ぼ
毎
年
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
祭
り
の
中
に
烈
士
の
追
悼
会
の
要
素
を
組
み
込
む
こ
と
で
、

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

六
五
（
六
五
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戦
時
下
と
い
う
状
況
の
中
で
中
国
の
同
胞
や
ム
ス
リ
ム
同
胞
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
知
ら
し
め
、
彼
ら
に
実
感
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
愛
国
心
」
や
「
抗
日
」、「
抗
戦
」
と
い
っ
た
意
識

を
奮
い
立
た
せ
て
、
戦
争
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
ム
ス
リ
ム
を

動
員
し
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。〈
協
会
〉
が
追

悼
会
の
要
素
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
祭
り
が
間

接
的
に
国
民
政
府
に
よ
る
戦
争
動
員
に
寄
与
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。（
表
１
参
照
）

（
三
）
重
慶
に
お
け
る
犠
牲
祭

他
方
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
と
イ
ス
マ
イ
ー
ル
の
故
事
に
由
来
す

る
犠
牲
祭
に
対
し
て
〈
協
会
〉
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
儀
礼
に
よ
っ

て
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
教
主
（
ア
ッ
ラ
ー
）
に
対
す
る
忠
及
び

イ
ス
マ
イ
ー
ル
の
父
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
対
す
る
孝
を
記
念
す

る
」
も
の
と
し
、
さ
ら
に
「
国
難
は
日
に
切
迫
し
、
忠
孝
を
美
徳

と
し
て
提
唱
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
本
会
は
各
分
支
会
に
打

電
し
、
回
民
が
期
日
ま
で
に
確
実
に
忠
孝
節
を
挙
行
し
、
忠
孝
奨

励
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
す
る
（
４３
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

戦
時
下
で
忠
孝
を
美
徳
と
し
て
提
唱
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と

強
調
し
、
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
犠
牲
祭
を
挙
行
す
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
る
。〈
協
会
〉
は
本
来
の
故
事
の
持
つ
宗
教
信
仰
心

と
い
う
点
よ
り
も
、
こ
の
故
事
の
中
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
忠

孝
」
と
い
う
点
を
力
説
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
「
自
分
た
ち
一
般
ム

ス
リ
ム
同
胞
は
た
だ
宰
牲
（
犠
牲
）
を
崇
拝
す
る
と
い
う
知
識
が

あ
る
の
み
で
、
多
く
は
忠
孝
の
深
い
意
味
を
理
解
せ
ず
、
こ
の
精

神
の
教
訓
は
未
だ
十
分
に
発
揚
で
き
て
い
な
い
の
で
、
犠
牲
に
お

け
る
忠
孝
の
偉
大
な
る
意
義
を
記
念
す
る
必
要
性
が
あ
る
」
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
（
４４
）
。

「
忠
孝
」
と
は
中
国
で
儒
教
に
お
け
る
実
践
上
の
二
大
徳
目
で

あ
る
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
儒
教
で
は
「
忠
」
と
は
、
自
分

及
び
他
人
に
対
し
て
誠
実
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
転
じ

て
国
家
や
君
主
の
た
め
に
尽
く
す
忠
義
と
い
う
徳
目
と
さ
れ
た
。

「
孝
」
と
は
、
子
の
親
に
対
す
る
規
範
で
敬
愛
の
感
情
に
基
づ
く

行
為
で
あ
り
、
本
来
親
子
間
に
と
ど
ま
る
考
え
が
儀
式
化
・
宗
教

化
さ
れ
、
広
く
社
会
一
般
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
徳
目
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
国
家
か
ら
家
族
に
至
る
ま
で
を
規
定
す
る
最
優
先
の
教
え

と
し
て
中
国
人
に
血
肉
化
し
た
中
国
に
お
け
る
独
自
の
概
念
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
「
忠
孝
」
と
い

う
概
念
に
ク
ル
ア
ー
ン
の
故
事
に
基
づ
く
犠
牲
を
置
き
換
え
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
犠
牲
の
故
事
の
「
主
」
へ
の
信
仰
心
に

対
し
て
「
忠
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
父
親
に
対
す
る
孝
行
に
対

し
て
「
孝
」
を
用
い
て
い
る
。
信
仰
の
篤
さ
に
由
来
す
る
宗
教
的

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号
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な
こ
と
を
記
念
す
る
祭
り
の
犠
牲
を
、「
忠
孝
」
と
い
う
中
国
の

伝
統
的
な
道
徳
観
に
基
づ
く
論
理
に
よ
っ
て
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
解
釈
の
中
で
は
犠
牲
祭
を
直
接
意
味
す
る
「
宰
牲
節
」

や
「
古
爾
邦
節
」
と
い
っ
た
呼
称
で
は
な
く
、
故
事
が
含
有
す
る

内
容
か
ら
く
る
「
忠
孝
節
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
の
も
興
味
深

い
（
４５
）。
こ
の
呼
称
は
〈
協
会
〉
の
会
報
の
中
で
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て

い
る
。
イ
ス
マ
イ
ー
ル
と
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
故
事
に
は
父
の

「
主
」
に
対
す
る
忠
と
息
子
の
父
に
対
す
る
孝
が
読
み
取
れ
る
の

で
、
そ
こ
か
ら
「
ア
ラ
ビ
ア
語
の
原
文
に
よ
る
解
釈
だ
と
『
宰
牲

節
』
或
い
は
『
犠
牲
節
』
で
あ
る
が
、
そ
の
実
際
に
含
ん
で
い
る

意
味
に
照
ら
す
の
な
ら
ば
中
国
の
倫
理
の
名
称
を
用
い
て
解
釈
し

『
忠
孝
節
』
と
な
る
（
４６
）
」
と
見
な
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
犠
牲

祭
が
本
来
持
っ
て
い
る
犠
牲
の
意
味
よ
り
も
忠
孝
を
強
調
す
る
た

め
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
秩
序
観
を
す
り
替
え
、「
忠
孝
」
の
概

念
を
利
用
し
て
中
国
ム
ス
リ
ム
以
外
に
も
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し

よ
う
と
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
戦
時
下
に
お
い
て
漢

回
両
者
が
と
も
に
一
致
団
結
し
て
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
の
中
で
、
ム
ス
リ
ム
が
実
践
し
て
い
る
宗
教
儀
礼
が
漢
族

に
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
奇
異
な
こ
と
で
は
な
く
、
漢
族
の
価
値

観
で
も
理
解
で
き
る
も
の
と
し
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
漢
族
に
は
清
末
の
ム
ス
リ
ム
反
乱
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ

た
ム
ス
リ
ム
へ
の
偏
見
や
無
理
解
が
そ
の
後
も
根
強
く
残
っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
雰
囲
気
を
ム
ス
リ
ム
の
側
も
切
実
に
痛
感
し
て
い

た
。
時
に
は
偏
見
や
無
理
解
が
漢
回
両
者
の
対
立
に
ま
で
発
展
さ

せ
て
し
ま
う
と
い
う
現
状
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
別
途
検
討
し
た
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
故
事
の
持
つ
「
主
」
で
あ
る
ア
ッ
ラ
ー
へ
の

信
仰
心
の
篤
さ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
犠
牲
を
国
家
へ
の

「
忠
」
と
し
て
の
犠
牲
に
置
き
換
え
、
ま
た
イ
ス
マ
イ
ー
ル
の
父

へ
の
「
孝
」
を
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
国
家
へ
の
「
孝
」
に
変
化
さ
せ

た
。
そ
の
裏
で
戦
時
下
で
の
「
主
」
に
対
す
る
信
仰
心
に
由
来
す

る
犠
牲
を
国
家
に
対
す
る
忠
誠
心
か
ら
く
る
犠
牲
へ
と
転
換
す
る

際
に
、「
国
家
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
、
宗
教
が
成
り
立
た
な

い
」
と
い
う
論
理
を
用
い
て
、
宗
教
の
存
続
に
は
国
家
が
必
要
で

あ
る
の
で
、
宗
教
の
た
め
に
国
家
へ
貢
献
す
る
こ
と
が
宗
教
に
対

す
る
貢
献
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
あ
る
（
４７
）
。
こ
れ
は
清
末
の
ム
ス
リ

ム
反
乱
以
来
蔓
延
し
て
い
た
偏
見
・
無
理
解
や
中
国
の
中
で
絶
対

的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ム
ス
リ
ム

に
と
っ
て
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
生
存
の
術
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
〈
協
会
〉
の
指
導
層
を
構
成
し
た
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
側
も
国
民

政
府
に
す
り
よ
る
た
め
の
建
前
を
内
外
に
説
い
て
い
た
。

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

六
七
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ま
た
「
殉
教
」
と
い
う
概
念
も
国
家
へ
の
犠
牲
と
い
う
論
理
を

補
強
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。
聖
戦
で
あ
る
ジ
ハ
ー
ド
は
神
の

た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
し
て
戦
う
こ
と
を
い
い
、
そ
れ
は
信
仰
と

ウ
ン
マ
（
４８
）
の
防
衛
・
拡
大
の
た
め
に
共
同
体
に
課
さ
れ
た
連
帯
的
義

務
で
あ
り
、
健
康
な
成
人
ム
ス
リ
ム
が
カ
リ
フ
ま
た
は
ス
ル
タ
ン

の
指
名
に
よ
っ
て
従
事
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
敵
の
侵
略
な

ど
に
際
し
て
郷
土
を
防
衛
す
る
と
い
う
個
人
の
義
務
（
フ
ァ
ル

ド
（
４９
））
に
よ
っ
て
ジ
ハ
ー
ド
へ
の
参
加
が
生
じ
る
。
ジ
ハ
ー
ド
で
の

戦
死
者
は
殉
教
者
と
な
り
、
そ
の
後
彼
ら
に
は
楽
園
が
約
束
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
殉
教
を
シ
ャ
ハ
ー
ダ
と
呼
び
、

こ
れ
は
神
の
道
に
お
け
る
奮
闘
努
力
で
あ
る
ジ
ハ
ー
ド
に
お
い
て
、

死
し
て
信
仰
を
証
明
す
る
こ
と
、
ク
ル
ア
ー
ン
で
は
殉
教
者
（
シ

ャ
ヒ
ー
ド
）
は
ア
ッ
ラ
ー
の
祝
福
を
受
け
、
お
お
い
な
る
褒
美
を

与
え
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行

録
）
で
も
来
世
で
の
至
福
が
約
束
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
で
は
、
シ
ャ
ヒ
ー
ド
は
ジ
ハ
ー
ド
で
の
戦
死
者

と
そ
の
他
と
に
類
別
さ
れ
、
後
者
に
は
礼
拝
中
に
死
ん
だ
者
、
信

仰
の
ゆ
え
に
殺
さ
れ
た
者
、
生
涯
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
捧
げ

た
学
者
な
ど
が
入
り
、
病
没
・
事
故
死
で
あ
っ
て
も
殉
教
者
と
称

さ
れ
る
。

日
中
戦
争
期
の
中
国
の
ム
ス
リ
ム
も
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

「
抗
戦
シ
ャ
ヒ
ー
ド
論
」
と
呼
ば
れ
る
理
論
を
有
し
て
い
た
。
ク

ル
ア
ー
ン
の
ジ
ハ
ー
ド
に
関
す
る
章
句
を
引
用
す
る
こ
と
で
日
本

の
侵
攻
に
苦
し
む
中
国
の
一
員
と
し
て
の
ム
ス
リ
ム
の
行
動
規
範

を
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
」
全
体
の
反
植
民
地
闘
争
や
反
侵
略

戦
争
の
枠
組
み
の
中
で
再
確
認
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
地

上
の
国
家
間
の
戦
争
は
ア
ッ
ラ
ー
の
意
思
に
か
な
う
防
衛
の
た
め

の
ジ
ハ
ー
ド
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
犠
牲
者
は
シ

ャ
ヒ
ー
ド
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
と
い
う
同
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復

興
の
主
流
解
釈
が
中
国
に
導
入
さ
れ
、
中
国
の
現
実
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
再
構
成
さ
れ
た
。
背
景
に
は
多
く
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
が
戦

争
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
そ
の
解

釈
は
中
国
の
ム
ス
リ
ム
の
中
に
浸
透
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
根
拠
と
す
る
ジ
ハ
ー
ド
と
そ
れ
に
よ
る

殉
教
と
い
う
概
念
が
宗
教
と
「
抗
戦
」
を
結
ぶ
役
割
を
果
す
も
の

で
あ
っ
た
（
５０
）
。

こ
れ
ら
の
概
念
に
よ
っ
て
「
抗
日
」
が
ジ
ハ
ー
ド
に
置
き
換
え

ら
れ
た
。
ジ
ハ
ー
ド
や
殉
教
と
い
う
概
念
を
利
用
し
、
抗
日
運
動

を
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
」
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
と
結

び
つ
け
た
。
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
を
根
拠
と
す
る
こ
と
で
「
抗

戦
」
は
聖
戦
と
な
り
、
こ
の
戦
争
は
宗
教
的
に
正
し
い
行
為
と
な

っ
た
。

史
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そ
れ
で
は
、
次
に
前
述
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

犠
牲
祭
を
〈
協
会
〉
は
い
か
に
実
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
断
食

明
け
の
祭
り
と
同
様
に
、〈
協
会
〉
が
犠
牲
祭
を
主
催
し
、
全
国

の
ム
ス
リ
ム
を
動
員
し
た
。
以
下
、
重
慶
の
犠
牲
祭
に
つ
い
て

『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』、『
新
華
日
報
』
を
使
用
し
て
具
体

的
に
見
て
い
く
（
５１
）
。
重
慶
に
お
い
て
も
犠
牲
祭
は
一
九
四
〇
年
か
ら

一
九
四
四
年
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
八
年
か
ら
一
三
六
三
年
）
の

間
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
会
場
は
主
に
十
八
梯
清
真
寺
で
あ

っ
た
。
犠
牲
祭
の
内
容
は
、
礼
拝
の
指
導
、
犠
牲
祭
の
起
源
と
そ

の
意
義
の
説
明
、
宗
教
精
神
の
発
揚
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
読
誦
、
礼

拝
、
喜
捨
の
実
施
、
ム
ス
リ
ム
を
動
員
し
て
「
抗
日
戦
争
」
勝
利

の
た
め
の
祈
祷
な
ど
で
あ
っ
た
。

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
八
年
の
祭
り
（
一
九
四
〇
年
一
月
二
一
日
、

午
後
九
時
開
始
、
十
八
梯
清
真
寺
で
開
催
、
参
加
者
三
〇
〇
人
余

り
）
で
は
、
張
秉
鐸
ア
ホ
ン
に
よ
る
礼
拝
の
指
導
や
丁
岐
山
ア
ホ

ン
に
よ
る
ク
ル
ア
ー
ン
の
読
誦
と
い
っ
た
宗
教
要
素
が
見
ら
れ
た
。

王
曾
善
常
務
理
事
に
よ
る
「
忠
孝
節
」
の
起
源
と
「
抗
日
戦
争
」

時
期
に
は
ム
ス
リ
ム
が
指
導
者
に
服
従
し
、
個
人
を
犠
牲
に
し
て

国
家
に
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
講
義
し
た
と
あ
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
も
宗
教
儀
礼
と
抗
日
運
動
と
い
う
時
局
的
要
素
の

双
方
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
「
抗
日
戦
争
」
の
最
終
的
な
勝
利

及
び
ト
ル
コ
の
大
地
震
（
一
九
三
九
年
一
二
月
二
六
日
の
エ
ル
ジ

ン
シ
ャ
ン
地
震
）
の
被
災
者
の
た
め
の
祈
祷
も
執
り
行
わ
れ
た
。

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
九
年
の
祭
り
（
一
九
四
一
年
一
月
一
三
日
、

午
後
九
時
開
始
、
十
八
梯
清
真
寺
で
開
催
）
で
は
、
喜
捨
の
実
施
、

犠
牲
と
ム
ハ
ン
マ
ド
を
追
慕
す
る
意
の
表
示
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
読

誦
、「
忠
孝
節
」
と
「
抗
戦
建
国
」
事
業
の
関
係
の
説
明
、
国
難

に
殉
じ
た
同
胞
及
び
「
抗
日
戦
争
」
の
最
終
的
な
勝
利
を
願
っ
て

の
祈
祷
と
い
っ
た
内
容
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六

〇
年
の
祭
り
（
一
九
四
一
年
一
二
月
三
〇
日
、
十
八
梯
清
真
寺
、

参
加
者
の
多
く
は
知
識
人
）
で
は
、
唐
副
理
事
長
及
び
孫
常
務
理

事
が
講
話
の
中
で
「
忠
孝
節
」
の
意
義
及
び
正
義
の
為
の
犠
牲
と

い
う
宗
教
精
神
の
発
揚
と
「
興
教
建
国
」
の
使
命
へ
の
努
力
の
必

要
性
を
力
説
し
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
一
年
の
祭
り
（
一
九
四

二
年
一
二
月
二
〇
日
、
百
齢
餐
庁
で
開
催
、
参
加
者
三
〇
〇
人
余

り
、
唐
柯
三
、
時
子
周
両
副
理
事
長
の
出
席
）
で
は
、
唐
副
理
事

長
に
「
忠
孝
節
」
の
解
釈
、
丁
岐
山
ア
ホ
ン
に
よ
る
意
見
の
補
足

と
礼
拝
儀
礼
の
解
説
、「
抗
日
戦
争
」
勝
利
及
び
戦
死
者
追
悼
の

た
め
の
集
団
礼
拝
の
挙
行
が
行
わ
れ
た
。
唐
副
理
事
長
に
よ
る
解

釈
の
中
身
は
「
忠
孝
の
二
字
が
犠
牲
の
意
味
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー

ム
が
忠
孝
の
道
徳
の
真
理
を
提
唱
し
、
回
民
同
胞
は
ム
ハ
ン
マ
ド

の
偉
大
な
精
神
に
習
っ
て
愛
国
愛
教
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
（
５２
）
」
と

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

六
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い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
〈
協
会
〉
が
国
内
と
世
界
中
の
ム
ス

リ
ム
同
胞
に
打
電
し
、
各
同
盟
国
の
神
聖
な
「
抗
日
戦
争
」
の
勝

利
の
た
め
の
祈
祷
の
実
施
を
要
請
し
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
二

年
の
祭
り
（
一
九
四
三
年
一
一
月
八
日
）
で
は
、
犠
牲
祭
を
記
念

し
て
七
つ
の
重
要
事
項
の
実
施
を
公
布
し
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ

は
、
史
実
を
述
べ
て
「
忠
孝
」
の
「
大
徳
」（
普
遍
的
な
徳
目
）

並
び
に
「
犠
牲
」
の
「
大
勇
」（
真
の
勇
気
）
を
宣
揚
す
る
こ
と
、

犠
牲
の
供
犠
と
喜
捨
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
、
メ
ッ
カ
巡
礼
の

中
身
及
び
そ
の
意
義
を
解
説
す
る
こ
と
、
巡
礼
経
験
者
に
よ
る
メ

ッ
カ
巡
礼
の
実
情
の
講
演
、「
抗
日
戦
争
」
勝
利
の
祈
祷
の
儀
式

を
挙
行
す
る
こ
と
、
祭
礼
後
に
集
団
礼
拝
を
挙
行
し
て
団
結
し
て

親
愛
を
重
ね
あ
う
こ
と
、
機
会
を
設
け
て
教
外
に
教
義
を
宣
伝
す

る
こ
と
、
重
慶
市
の
各
大
新
聞
が
特
集
号
及
び
宣
伝
小
冊
子
を
発

行
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
三
年
の
祭
り
（
一

九
四
四
年
一
一
月
二
七
日
、
一
〇
時
―
一
二
時
、
十
八
梯
清
真
寺

で
開
催
、
参
加
者
六
〇
〇
人
余
り
）
で
は
、
イ
ラ
ン
駐
華
公
使
納

塞
爾
（
ナ
ー
ス
ィ
ル
）
と
そ
の
秘
書
官
や
ト
ル
コ
大
使
館
秘
書
歐

斯
曼
（
オ
ス
マ
ン
）
と
い
っ
た
外
国
の
使
節
も
祭
礼
に
参
加
し
た
。

こ
の
祭
礼
を
馬
松
亭
が
主
宰
し
、
納
塞
爾
が
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
誦

し
た
。
ま
た
納
塞
爾
が
中
国
の
「
抗
日
戦
争
」
で
の
勝
利
を
願
っ

て
祈
祷
を
行
っ
た
。

犠
牲
祭
の
中
で
も
断
食
明
け
の
祭
り
同
様
に
、
国
難
に
殉
じ
た

ム
ス
リ
ム
同
胞
や
中
国
の
同
胞
を
追
悼
す
る
た
め
の
儀
礼
と
「
抗

日
戦
争
」
勝
利
の
た
め
の
祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。
前
述
の
よ
う

に
、
前
者
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
九
年
と
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
一

年
に
、
後
者
は
ほ
ぼ
毎
年
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
八
年
、
ヒ
ジ
ュ

ラ
暦
一
三
五
九
年
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
一
年
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一

三
六
二
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
三
年
）
に
見
ら
れ
た
。

こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宗
教
活
動
と
抗
日
運
動
の
二

つ
の
犠
牲
を
結
合
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
の
事
例
は
、

前
述
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
八
年
の
祭
り
の
中
の
王
曾
善
に
よ
る

講
義
か
ら
も
見
ら
れ
る
。
王
常
務
理
事
は
「
忠
孝
節
」
の
起
源
を

述
べ
て
、「
抗
日
戦
争
時
期
の
ム
ス
リ
ム
は
指
導
者
に
服
従
し
、

個
人
を
犠
牲
に
し
て
国
家
に
忠
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ

と
を
説
い
た
。
ま
た
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
五
九
年
の
祭
り
の
中
で
も

「
忠
孝
節
」
と
「
抗
戦
建
国
」
事
業
の
関
係
の
説
明
が
な
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
六
〇
年
の
祭

り
の
中
で
の
「『
忠
孝
節
』
の
意
義
及
び
正
義
の
為
に
犠
牲
に
な

る
と
い
う
宗
教
精
神
の
発
揚
を
ム
ス
リ
ム
に
し
、
興
教
建
国
の
使

命
に
対
し
て
努
力
す
る
こ
と
を
勧
め
る
（
５３
）
」
こ
と
を
唐
副
理
事
長
及

び
孫
常
務
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
説
い
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
時
下
の
犠

牲
祭
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
犠
牲
に
よ
る
宗
教
精
神
と
「
抗

史
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戦
」
の
二
つ
の
発
揚
を
結
び
つ
け
て
同
時
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。

（
表
二
参
照
）

以
上
の
よ
う
に
、〈
協
会
〉
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
祭
り
を

主
催
し
て
い
た
り
、
挙
行
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
た
り
す
る
な

ど
宗
教
行
事
の
開
催
に
主
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、〈
協

会
〉
は
こ
の
立
場
を
利
用
し
て
抗
日
運
動
を
宗
教
活
動
の
中
に
組

み
込
ん
で
い
っ
た
。
戦
争
で
の
戦
死
者
の
追
悼
と
い
っ
た
「
抗

日
」
的
要
素
や
忠
孝
と
い
う
中
国
の
伝
統
的
な
秩
序
観
を
イ
ス
ラ

ー
ム
の
宗
教
行
事
に
お
け
る
儀
礼
の
中
に
刷
り
込
む
こ
と
で
「
抗

日
」
と
宗
教
と
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
ム
ス
リ
ム
の
側
か
ら
見
れ
ば
抗
日
運
動
の
側
面
を
持

つ
こ
と
で
宗
教
活
動
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
も
い
え
る
。

お
わ
り
に

筆
者
が
本
稿
に
お
い
て
焦
点
を
あ
て
た
日
中
戦
争
期
の
重
慶
に

お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
活
動
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

両
イ
ー
ド
の
主
催
及
び
挙
行
の
呼
び
か
け
は
、
国
民
政
府
に
近

い
立
場
に
あ
り
、
そ
の
指
導
下
に
あ
っ
た
〈
協
会
〉
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
宗
教
活
動
と
抗
日
運
動
の
二
つ
の
目

的
が
あ
り
、
宗
教
活
動
が
抗
日
運
動
と
結
び
つ
い
て
、
戦
争
動
員

に
役
立
つ
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
宗
教
儀
礼
を
用
い

た
ム
ス
リ
ム
の
秩
序
観
を
忠
孝
と
い
う
中
国
の
伝
統
的
秩
序
観
へ

と
す
り
替
え
、「
愛
国
」
を
挿
入
し
て
「
抗
日
」
へ
と
向
か
わ
せ

る
意
識
の
操
作
を
試
み
た
一
例
だ
っ
た
と
い
え
る
。〈
協
会
〉
は

宗
教
活
動
の
場
で
あ
る
清
真
寺
を
間
接
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
宗

教
活
動
を
主
催
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
抗
日
運
動
を
ム
ス
リ
ム
に
浸

透
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
協
会
の
中
で
、
国
民
政
府
に
協
力

し
た
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
抗
日
運
動
の
側
面
を
持
つ
と
い
う
建
て

前
を
用
い
る
こ
と
で
宗
教
活
動
で
あ
っ
た
イ
ー
ド
を
実
施
で
き
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
〈
協
会
〉
に
よ
る
清
真
寺
の
管
理
を

通
し
て
実
施
し
た
宗
教
活
動
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
は
〈
協
会
〉

と
そ
れ
を
指
導
し
た
国
民
政
府
の
試
み
よ
う
と
し
た
或
い
は
試
み

た
か
っ
た
政
策
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
重
慶
が
従
来
在
地
の
ム
ス
リ

ム
が
少
な
く
、
国
民
政
府
と
と
も
に
多
数
の
ム
ス
リ
ム
が
外
部
か

ら
流
入
し
、
彼
ら
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
の
で
き
た
特
殊
な
地
域

で
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
、〈
協
会
〉
に
よ
る
実
験
的
な
試
み
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
民
政
府
と
〈
協
会
〉
に

よ
る
宗
教
管
理
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
示
し
た
。
重
慶
以
外
の
地

域
で
実
際
こ
の
モ
デ
ル
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
は
見
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
今
後
の
課
題
と
し
て
以
下
の
点
を
挙
げ
て
お
く
。
本
稿
は

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

七
一
（
七
一
）



〈
協
会
〉
の
主
張
の
解
明
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
今
後
さ
ら
な
る

複
眼
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本
稿
で

は
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ム
ス
リ
ム
と
い
っ
た
括
り
で
イ
ス
ラ
ー

ム
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
教
派
や
「
民
族
」
の
差
異
に
は
触
れ
て

い
な
い
。
こ
の
点
も
今
後
注
意
を
払
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

さ
ら
に
重
慶
市
分
会
と
清
真
寺
と
の
具
体
的
な
関
係
の
実
態
の
解

明
が
必
要
で
あ
る
。〈
協
会
〉
の
理
念
と
そ
の
活
動
の
実
態
は
必

ず
し
も
一
致
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
問

題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（
表
一
覧
）

（
注
）
表
中
の
下
線
部
�
「
内
容
（
一
）
宗
教
・
儀
礼
」、「
内
容

（
二
）『
抗
戦
』」
の
両
方
の
項
目
の
内
容
で
あ
る
と
み
な
せ
る
も

の
で
、
両
者
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
あ
る
と
明
確
に
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
に
対
し
て
下
線
部
を
引
い
て
表
示
し
た
。

表
一

重
慶
に
お
け
る
断
食
明
け
の
祭
り

（
出
典
）「
回
民
開
斎
節
祈
祷
抗
戦
勝
利
」（『
中
央
日
報
』
一
九
三

八
年
一
一
月
二
四
日
）。
唐
柯
三
「
開
斎
節
挙
行
祈
祷
大
会
在
大

殿
演
講
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
三
期
、
一
九
三
九

年
）
五
―
六
頁
。「
発
動
開
斎
節
祈
祷
大
会
」（『
中
国
回
教
救
国

協
会
会
刊
』
一
巻
三
期
、
一
九
三
九
年
）
一
四
頁
。「
中
国
回
教

救
国
協
会
挙
行
開
斎
節
祈
祷
大
会
宣
言
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会

会
刊
』
一
巻
四
期
、
一
九
三
九
年
）
二
頁
。「
全
国
回
胞
祈
祷
勝

利
並
追
悼
馬
秉
忠
旅
長
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
四

期
、
一
九
三
九
年
）
二
六
頁
。「
挙
行
開
斎
節
日
祈
祷
大
会
」

（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
四
期
、
一
九
三
九
年
）
二
六

頁
。「
全
国
回
胞
於
開
斎
節
日
祈
祷
抗
戦
勝
利
並
追
悼
馬
秉
忠
旅

長
―
晋
回
民
組
織
抗
日
義
勇
隊
」（『
中
央
日
報
』
一
九
三
九
年
一

一
月
一
〇
日
）。「
慶
祝
開
斎
節
祈
祷
抗
戦
勝
利
」（『
中
国
回
教
救

国
協
会
会
刊
』
三
巻
一
期
、
一
九
四
〇
年
）
二
三
頁
。「
簡
訊
」

（『
新
華
日
報
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
日
）。「
重
慶
回
胞
隆
重
慶

祝
開
斎
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻
一
一
期
、
一
九

四
一
年
）
一
七
頁
。「
市
聞
一
束
」（『
新
華
日
報
』
一
九
四
二
年

一
〇
月
一
三
日
）。「
開
斎
節
祈
祷
勝
利
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会

会
刊
』
五
巻
九
―
一
二
期
合
刊
、
一
九
三
九
年
）
二
八
頁
。「
市

聞
一
束
」（『
新
華
日
報
』
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
日
）。「
陪
都
教

胞
熱
烈
慶
祝
開
斎
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
六
巻
一
〇

―
一
二
期
合
刊
、
一
九
四
四
年
）
一
六
頁
。「
市
聞
一
束
」（『
新

華
日
報
』
一
九
四
四
年
九
月
一
七
日
。

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

七
二
（
七
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）



日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

七
三
（
七
三
）



内容（２）「抗戦」

「祈祷抗戦勝利的意義」という一文を発表。

「抗日戦争」による戦死者と国難に殉じたムス
リム同胞及び前線で戦死した馬秉忠に対する追
悼。「抗日戦争」の最終的な勝利の早期実現を
願っての祈祷。

「抗日戦争」勝利の祈祷，及び戦死者と国難に
殉じた同胞の追悼の儀式を挙行。

最終的な「抗日戦争」の勝利の早期実現を祈祷，
及び国難に殉じた同胞の追悼。

唐副理事長・丁岐山・黄アホンによる講話。
「開斎節」の意義及びムスリム同胞のイスラー
ム精神の発揚と「抗戦建国」への貢献の必要性
を説明。前線での戦死者・国難に殉じた同胞の
追悼。「抗日戦争」の最終的な勝利が早期に実
現するように祈祷。

「抗日戦争」勝利の祈祷のための実施。

孫繩武による会務報告。礼拝後に連合国の「抗
戦」勝利と戦死者追悼のための祈祷を実施。

礼拝後，達浦生アホンが指導して「抗戦」勝利
及び戦死者・国難に殉じた同胞のための祈祷を
実施。また，礼拝前に協会はエジプト国王から
の中国ムスリムに対する「九・一八」の復興記
念日を祝福する表示を受けたことを公表した。

内容（１）宗教・儀礼

唐副理事長による断食明けの祭りの祈祷大会を
挙行する意義の説明。艾宣栽による大会の順序
の報告。丁岐山アホンによる礼拝儀礼の講釈。
馬松亭の指導による礼拝。礼拝後の「呼徒白」
（フトバ，金曜正午の集団礼拝や二大祭の礼拝
に先立ってなされる説教）時に，馬松亭による
「開斎節」の意義の講演。馬松亭・王静斎・丁
岐山・王世明・張秉鐸によるクルアーンの読誦
及び祈祷の挙行。最後に大殿内で全体による集
団礼拝を挙行。一人一人が握手し，平安を祈る。

〈協会〉は「開斎節告回胞書」を二千部印刷し，
重慶のムスリム及び各地の分会や支会に配布。

参加者全体による集団礼拝の挙行。

「開斎節」の意義及びムスリム同胞のイスラー
ム精神の発揚と「抗戦建国」への貢献の必要性
を説明。林子敏・麦斯武徳によるクルアーンの
読誦。最後に全体で集団礼拝し握手し平安を祈
る。

礼拝の前に馬松亭による「臥爾祖」（ワーズ，
説教）の実施。集団礼拝及び共食（「聚食」）の
挙行。

大殿に入りきれなかったため，臨時に殿外にも
会場をひろげて班を設ける。殿内では馬松亭が
指導し，殿外では定中明が指導しての礼拝の挙
行。集団礼拝を挙行し，握手して平安を祈る。

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

七
四
（
七
四
）



表１ 重慶における断食明けの祭り

〈協会〉における祭りの
挙行

〈協会〉は断食明けの祭
りを１１月２４日或は２５日と
定めて「抗戦」勝利の祈
祷を行う。

〈協会〉は各省分会に祭
りの日時を通知し，各清
真寺に転送させる。また
〈協会〉は重慶市ムスリ
ムを動員して祈祷大会を
挙行する。

同上

〈協会〉によ祭りの挙行。
重慶での祈祷大会の実施。
全国のムスリムを動員し，
「抗日戦争」勝利の祈祷
を実施。教義及び「抗
戦」の宣伝を実施。

〈協会〉による全重慶ム
スリムを動員しての祭り
の祭礼の挙行。

〈協会〉による祭りの典
礼の挙行。

〈協会〉による祭りの祈
祷大会の挙行。

〈協会〉によるムスリム
を動員しての祭りの挙行。

参加者数

６００人余り

重慶城内の信徒
３００人余り（理
事王曾善・薛文
波等も参加）

唐副理事長及び
〈協会〉の各組
に勤務する職員
２０人余り

５００人以上（各
機関に勤務する
知識人青年の参
加が特に多い）

５００人余り

男女合わせて
５００人余り

６００人余り（重
慶にいる中国と
外国の両方のム
スリム男女）

会場

十八梯清
真寺

十八梯清
真寺

〈協 会〉
事務所

十八梯清
真寺

十八梯清
真寺

十八梯清
真寺

時間

午前９時
―１１時

午前８時
開始

午前９時
開始

月日
（西暦）

（１１月２４日
或は２５日と
定める。）

１１月１３日

１１月２日
（農 暦１０月
３日）

同上

１０月２３日

１０月２日

９月２０日

ヒジュラ
暦（年）

１３５７年

１３５８年

１３５９年

同上

１３６０年

１３６１年

１３６２年

１３６３年

西暦
（年）

１９３８年

１９３９年

１９４０年

同上

１９４１年

１９４２年

１９４３年

１９４４年

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

七
五
（
七
五
）



表
二

重
慶
に
お
け
る
犠
牲
祭

（
出
典
）「
重
慶
回
胞
挙
行
忠
孝
節
典
礼
並
為
抗
戦
勝
利
祈
祷
」

（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
八
期
、
一
九
四
〇
年
）
三
七

頁
。「
慶
祝
忠
孝
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻
三
・

四
期
合
刊
、
一
九
四
一
年
）
四
八
頁
。「
回
教
忠
孝
節
将
挙
行
啓

典
」（
中
央
社
訊
）（『
新
華
日
報
』
一
九
四
一
年
一
月
一
〇
日
）。

「
忠
孝
節
重
慶
回
胞
熱
烈
慶
祝
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』

四
巻
一
期
、
一
九
四
二
年
）
二
九
頁
。「
忠
孝
節
渝
市
盛
典
志

略
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
五
巻
一
期
、
一
九
四
三
年
）

一
三
頁
。「
発
動
各
地
拡
大
紀
念
古
爾
邦
節
」（『
中
国
回
教
救
国

協
会
会
刊
』
五
巻
九
―
一
二
期
合
刊
、
一
九
四
三
年
）
二
八
頁
。

「
陪
都
教
胞
熱
烈
慶
祝
犠
牲
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』

六
巻
一
〇
―
一
二
期
合
刊
、
一
九
四
四
年
）
一
六
頁
。

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

七
六
（
七
六
）



日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

七
七
（
七
七
）



内容（２）「抗戦」

王曾善による「忠孝節」の起源、「抗日戦争」
時期には中国ムスリムが指導者に服従し，個人
を犠牲にして国家に尽くすべきであることの意
義を講義。「抗日戦争」の最終的な勝利及びト
ルコの大地震の被災者のための祈祷。

「忠孝節」と「抗戦建国」事業の関係の説明。
戦死者・国難に殉じた同胞及び「抗日戦争」に
おける最終的な勝利の祈祷。

礼拝後，「抗日戦争」勝利及び戦死者追悼のた
めの集団礼拝を挙行し，お互いに握手して平安
を祈る。〈協会〉による国内及び世界中のムス
リム同胞に打電し，正義と各同盟国の神聖な
「抗日戦争」の勝利のための祈祷の実施を要請。

イラン駐華公使納塞爾とその秘書賽及びトルコ
大使館秘書歐斯曼の３氏が講演。納塞爾による
中国の「抗日戦争」勝利のための祈祷の実施。

内容（１）宗教・儀礼

張秉鐸アホンによる礼拝の指導。丁岐山アホン
によるクルアーンの読誦。

喜捨の実施。犠牲とムハンマドを追慕する意志
の表示。クルアーンの読誦。

唐副理事長による「忠孝節」の解釈。丁岐山ア
ホンによる意見の補足と礼拝儀礼の解説。

犠牲祭を記念して七つの要点を公布（�．史実
を述べて忠孝の「大徳」並びに犠牲の「大勇」
の宣揚，�．犠牲の供犠と喜捨の確実な実行，
�．メッカ巡礼の中身及びその意義の解説，�．
巡礼経験者によるメッカ巡礼の実情の講演，�．
「抗日戦争」勝利の祈祷儀式を挙行，�．会礼後
に集団礼拝を挙行し，団結して親愛を重ねるこ
と，�．機会を設けて教外に対して教義の宣伝），
重慶市の各大新聞は特集号及び宣伝小冊子を発
行すること。

馬松亭による主宰。納塞爾によるクルアーンの
読誦。
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表２ 重慶における犠牲祭

〈協会〉における祭りの挙行

〈協会〉による祭りの挙行。

〈協会〉による全国のムスリム
に対する犠牲祭の日時の通知と
祭りの挙行。重慶市の信徒を集
めて盛典を挙行。

祭りの挙行。

祭礼の挙行。

〈協会〉による記念の典礼を拡
大しての挙行の実施し，各地の
教胞を動員して遵守させた。

犠牲祭を記念しての祭礼を挙行。

参加者数

３００人余り

（多くは知識人）

３００人余り（唐・
時両副理事長出
席）

６００人余り（イラ
ン駐華公使納塞
爾（ナースイル）
とその秘書賽阿
本爾，トルコ大
使館秘書歐斯曼
（オスマン）も祭
礼に参加）

会場

十八梯清
真寺

十八梯清
真寺

十八梯清
真寺

百齢餐庁

十八梯清
真寺

時間

午前９時
開始

午前９時
開始

１０時―１２
時

月日
（西暦）

１月２１日

１月１３日

１２月３０日

１２月２０日

１１月８日

１１月２７日

ヒジュラ
暦（年）

１３５８年

１３５９年

１３６０年

１３６１年

１３６２年

１３６３年

西暦
（年）

１９４０年

１９４１年

１９４１年

１９４２年

１９４３年

１９４４年

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

七
九
（
七
九
）



註（
１
）
日
本
占
領
下
の
蒙
疆
や
華
北
に
お
け
る
日
本
側
か
ら
の
中
国
ム

ス
リ
ム
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
、
小
村
不
二
男
『
日
本
イ
ス
ラ

ー
ム
史
』（
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
友
好
連
盟
、
一
九
八
八
年
）、
坂
本

勉
「
ア
ブ
デ
ュ
ル
レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
再
来
日
と
蒙
疆
政
権

下
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
策
」（
坂
本
勉
編
著
『
日
中
戦
争
と
イ
ス
ラ
ー

ム
―
満
蒙
・
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
統
治
・
懐
柔
政
策
』
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
新
保
敦
子
「
日
中
戦
争
時
期
に

お
け
る
日
本
と
中
国
イ
ス
ラ
ム
教
徒
―
中
国
回
教
総
聯
合
会
を
中

心
と
し
て
」（『
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
』
七
号
、
一
九
九
八
年
）、
同

「
西
北
回
教
聯
合
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
工
作
と
教
育
」（『
早
稲
田

大
学
教
育
学
部

学
術
研
究
（
教
育
・
社
会
教
育
学
・
体
育
学

編
）』
四
八
号
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
蒙
疆
政
権
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ム
教
徒
工
作
と
教
育
―
善
隣
回
民
女
塾
を
中
心
と
し
て
」（『
中

国
研
究
所
月
報
』
五
三
巻
五
号
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
日
本
占
領

下
の
華
北
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
青
年
工
作
―
中
国
回
教
青
年
団
を

め
ぐ
っ
て
」（『
早
稲
田
教
育
評
論
』
一
四
巻
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、

同
「
日
本
軍
占
領
下
に
お
け
る
宗
教
政
策
―
中
国
華
北
の
イ
ス
ラ

ー
ム
教
徒
を
め
ぐ
っ
て
」（『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部

学
術
研
究

（
教
育
・
社
会
教
育
学
編
）』
五
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）、A

ndo
Junichiro
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な
ど
を
参
照
。

（
２
）
「
中
国
回
教
救
国
協
会
章
程
」
第
二
条
（『
中
国
回
教
救
国
協
会

第
一
届
全
体
会
員
代
表
大
会
特
刊
』
一
九
三
九
年
八
月
）
二
五

―
二
九
頁
。

（
３
）
賈
廷
詩
他
『
白
崇
禧
先
生
訪
問
紀
録
』﹇
中
央
研
究
院
近
代
史

研
究
所
口
述
歴
史
叢
書
四
﹈（
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、

一
九
八
四
年
）
五
七
三
―
五
七
四
頁
。

（
４
）
「
白
理
事
長
第
一
次
大
会
致
詞
―
『
回
教
』
與
『
回
族
』
之
区

分
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
第
一
届
全
体
会
員
代
表
大
会
特
刊
』）

一
〇
頁
。
前
掲
『
白
崇
禧
先
生
訪
問
紀
録
』
五
七
六
―
五
七
七
頁
。

（
５
）
日
中
戦
争
期
の
中
国
ム
ス
リ
ム
や
そ
の
団
体
を
扱
っ
た
研
究
に

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。〈
協
会
〉
の
総
会
つ
い
て
は
、
答

振
益
「
中
国
回
民
救
国
協
会
成
立
時
間
地
点
質
疑
」（『
回
族
研

究
』
一
九
九
一
年
二
期
）、
白
友
涛
・
柴
静
「
中
国
回
教
救
国
協
会

述
論
」（『
回
族
研
究
』
一
九
九
五
年
四
期
）、
答
振
益
「
関
于
中
国

回
教
救
国
協
会
成
立
的
歴
史
背
景
」（『
青
海
民
族
学
院
学
報
（
社

会
科
学
版
）』
一
九
九
七
年
四
期
）、
答
振
益
・
劉
書
英
「
試
析
中

国
回
教
救
国
協
会
」（『
回
族
研
究
』
一
九
九
八
年
四
期
）、
松
本
ま

す
み
「
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
―
ム
ス
リ
ム
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
生
き
残
り
戦
略
」（
小
松
久
男
・
小
杉
泰
編
『
現
代
イ
ス

ラ
ー
ム
思
想
と
政
治
運
動
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）

が
あ
る
。
ま
た
分
会
に
つ
い
て
は
、
白
友
涛
「
中
国
回
教
救
国
協

会
安
徽
分
会
述
評
」（『
回
族
研
究
』
一
九
九
九
年
二
期
）、
孫
穎
慧

「
中
国
回
教
救
国
協
会
分
会
概
述
」（『
寧
夏
社
会
科
学
』
二
〇
〇
五

年
四
期
）、
同
「
中
国
回
教
救
国
協
会
寧
夏
分
会
述
評
」（『
回
族
研

究
』
二
〇
〇
五
年
四
期
）
が
あ
る
。「
協
会
」
の
理
事
長
白
崇
禧
と

イ
ス
ラ
ー
ム
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
常
啓
明
「
白
崇
禧
将
軍
与
桂

林
伊
斯
蘭
教
片
断
」（『
回
族
研
究
』
一
九
九
六
年
二
期
）、
同
「
白

崇
禧
的
教
門
情
結
」（『
中
国
穆
斯
林
』
二
〇
〇
三
年
二
期
）、
周
瑞

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

八
〇
（
八
〇
）



海
「
白
崇
禧
将
軍
対
日
的
貢
献
―
為
紀
念
中
国
人
民
抗
日
闘
争
六

十
周
年
而
作
」（『
回
族
研
究
』
二
〇
〇
五
年
三
期
）、
同
「
国
民
党

中
回
族
官
兵
対
抗
日
的
貢
献
―
二
、
国
民
党
抗
日
回
族
将
領
白
崇

禧
」（
周
瑞
海
他
『
中
国
回
族
抗
日
救
亡
史
稿
』
北
京
・
社
会
科
学

文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。
ま
た
日
中
戦
争
に
お
け

る
回
民
の
「
抗
日
」
貢
献
関
係
の
研
究
に
は
、
桂
林
回
民
の
「
愛

国
救
国
」
運
動
を
扱
っ
た
馮
力
行
・
唐
国
英
「
抗
日
戦
争
期
間
桂

林
回
教
界
的
愛
国
救
亡
運
動
」（『
桂
林
市
教
育
学
院
学
報
』
一
九

九
九
年
二
期
）、
民
国
期
の
回
民
社
会
団
体
を
扱
っ
た
白
友
涛
・
柴

静
「
論
民
国
時
期
回
族
社
団
的
特
点
」（『
回
族
研
究
』
二
〇
〇
〇

年
二
期
）、
日
中
戦
争
期
の
回
民
の
対
外
活
動
を
扱
っ
た
達
慧
中

「
抗
戦
時
期
回
族
争
取
国
際
声
援
的
国
民
外
交
活
動
」（『
西
北
第
二

民
族
学
院
学
報
』
二
〇
〇
四
年
一
期
）、
日
中
戦
争
に
お
け
る
回
民

の
「
抗
日
」
貢
献
を
扱
っ
た
李
松
茂
「
中
国
穆
斯
林
的
抗
日
活

動
」（『
中
国
宗
教
』
一
九
九
五
年
二
期
）、
薩
利
哈
・
安
士
偉
「
紀

念
世
界
反
法
西
斯
戦
争
和
中
国
抗
日
戦
争
勝
利
五
十
周
年
」（『
中

国
穆
斯
林
』（
一
九
九
五
年
五
期
）、
麻
健
敏
「
回
族
全
面
投
身
抗

戦
及
其
歴
史
意
義
」（『
福
建
論
壇
』
人
文
社
会
科
学
版
、
一
九
九

五
年
四
期
）、
王
伏
平
・
勉
琳
娜
「
西
北
回
族
対
抗
日
戦
争
的
貢

献
」（『
回
族
研
究
』
二
〇
〇
三
年
四
期
）
が
あ
る
。
中
国
ム
ス
リ

ム
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
在
台
湾
で
〈
協
会
〉
を
引
き
継

い
だ
中
国
回
教
協
会
に
よ
る
祭
り
（
マ
ウ
リ
ド
）
を
扱
っ
た
木
村

自
「
移
民
と
文
化
受
容
�
台
湾
回
民
社
会
に
お
け
る
聖
紀
祭
礼
の

変
遷
と
回
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」（『
年
報
人
間
科
学
』
二
四
号

第
一
分
冊
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
モ
ス
ク
の
危
機
と
回
民
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
―
在
台
湾
中
国
系
ム
ス
リ
ム
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
宗

教
」（『
年
報
人
間
科
学
』
二
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。
回

民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
を
、

政
治
運
動
・
組
織
と
宣
伝
を
通
し
て
分
析
し
た
研
究
に
は
、
安
藤

潤
一
郎
「『
回
族
』
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
中
国
国
家
―
一
九
三
二

年
に
お
け
る
『
教
案
』
の
事
例
か
ら
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
五
編

一
二
号
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。

（
６
）
た
だ
し
、
松
本
ま
す
み
氏
は
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
の

進
展
・
機
能
、
そ
の
現
代
に
つ
な
が
る
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
研

究
の
中
で
、
ム
ス
リ
ム
の
団
体
に
は
「
抗
日
」
の
側
面
以
外
に
も

そ
れ
以
前
の
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
と
の
連
続
性
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
松
本
前
掲
論
文
）。

（
７
）
王
朝
に
よ
る
も
の
は
、
妹
尾
達
彦
「
帝
国
の
宇
宙
論
―
中
華
帝

国
の
祭
典
儀
礼
」（
水
林
彪
・
金
子
修
一
・
渡
辺
節
夫
編
『
王
権
の

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』﹇
比
較
歴
史
学
大
系
一
﹈
弘
文
堂
、
一
九
九
八

年
）
を
参
照
。
ま
た
共
産
党
に
よ
る
も
の
は
丸
田
孝
志
の
一
連
の

研
究
、
す
な
わ
ち
「
陝
甘
寧
辺
区
の
記
念
日
活
動
と
新
暦
・
農
暦

の
時
間
」（『
史
学
研
究
』
二
二
一
号
、
一
九
九
八
年
）、「
華
北
傀

儡
政
権
に
お
け
る
記
念
日
活
動
と
民
俗
利
用
―
山
西
省
を
中
心

に
」（
曽
田
三
郎
編
『
近
代
中
国
と
日
本
―
提
携
と
敵
対
の
半
世

紀
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、「
抗
日
戦
争
期
・
内
戦
期

に
お
け
る
中
国
共
産
党
根
拠
地
の
象
徴
―
国
旗
と
指
導
者
像
」

（『
ア
ジ
ア
研
究
』
五
〇
巻
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）、「
時
と
権
力

―
中
国
共
産
党
根
拠
地
の
記
念
日
活
動
と
新
暦
・
農
暦
の
時
間

（
一
）（
二
）」（『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
一
〇
号
、
一
一
号
、
二
〇

〇
五
年
）、「
大
行
・
太
岳
根
拠
地
の
追
悼
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
土
地

改
革
期
の
民
俗
」（『
近
き
に
在
り
て
』
四
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

八
一
（
八
一
）



な
ど
を
参
照
。

（
８
）
石
島
紀
之
・
久
保
亨
編
『
重
慶
国
民
政
府
史
の
研
究
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
四
―
九
頁
、
石
島
紀
之
『
雲
南
と

近
代
中
国
―
�
周
辺
�
の
視
点
か
ら
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四

年
）
二
三
二
頁
。

（
９
）
前
掲
『
重
慶
国
民
政
府
史
の
研
究
』
一
―
二
頁
、
一
〇
頁
。

（
１０
）
前
掲
『
重
慶
国
民
政
府
史
の
研
究
』
五
一
―
五
二
頁
。
田
中
重

光
『
近
代
・
中
国
の
都
市
と
建
築
』（
相
模
書
房
二
〇
〇
五
年
）
二

六
五
頁
。
陳
瀛
濤
主
編
『
近
代
重
慶
城
市
史
』（
成
都
・
四
川
大
学

出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
二
五
八
―
二
七
〇
頁
。

（
１１
）
前
掲
『
重
慶
国
民
政
府
史
の
研
究
』
一
―
二
頁
、
四
―
五
頁
、

九
―
一
〇
頁
。
石
島
前
掲
書
二
三
二
頁
。「
国
民
政
府
移
駐
重
慶
宣

言
」﹇
一
九
三
七
年
一
一
月
二
〇
日
﹈、「
国
民
政
府
為
改
重
慶
市
為

直
属
市
給
行
政
院
訓
令
」﹇
一
九
三
九
年
五
月
五
日
﹈、「
国
民
政
府

明
定
重
慶
為
陪
都
令
」﹇
一
九
四
〇
年
九
月
六
日
﹈（
以
上
、
重
慶

市
地
方
志
編
纂
委
員
会
『
重
慶
市
志
』
第
二
巻
、
重
慶
・
西
南
師

範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
四
一
―
三
四
三
頁
。

（
１２
）
潜
「
重
慶
市
回
教
概
述
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻

五
期
、
一
九
三
九
年
）
一
五
―
一
六
頁
。

（
１３
）
伍
儀
彰
「
重
慶
回
教
源
流
考
（
節
録
）」（
李
興
華
・
馮
今
源
編

『
中
国
伊
斯
蘭
教
史
参
考
資
料
選
編
（
一
九
一
一
―
一
九
四
九
）』

銀
川
・
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
一
六
七
九
頁
﹇
原
載

『
回
民
言
論
半
月
刊
』
一
巻
一
〇
号
、
一
九
三
九
年
﹈。

（
１４
）
ム
ス
リ
ム
知
識
人
の
移
動
は
例
え
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
馬

松
亭
は
一
九
四
二
年
に
桂
林
か
ら
重
慶
へ
、
唐
柯
三
は
一
九
三
八

年
に
武
漢
経
由
で
そ
の
年
の
秋
に
桂
林
へ
行
き
、
そ
の
後
に
一
九

三
九
年
重
慶
へ
遷
っ
た
。
ま
た
達
浦
生
は
上
海
か
ら
一
九
三
八
年

に
平
涼
へ
、
そ
の
後
一
九
四
一
年
重
慶
、
宝
鶏
に
移
動
し
た
。
イ

ス
ラ
ー
ム
系
師
範
学
校
の
移
転
に
つ
い
て
も
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

成
達
師
範
学
校
は
一
九
三
七
年
に
桂
林
へ
、
上
海
伊
斯
蘭
師
範
学

校
は
一
九
三
八
年
に
甘
粛
平
涼
に
移
転
し
平
涼
伊
斯
蘭
師
範
学
校

と
改
め
、
一
九
四
一
年
国
立
隴
東
師
範
に
更
に
改
名
し
た
。
西
北

公
学
（
中
学
）
は
一
九
三
七
年
蘭
州
（
蘭
州
西
北
中
学
）
と
成
都

（
成
都
西
北
中
学
）
に
両
分
校
を
設
置
し
た
。

（
１５
）
中
国
回
教
�
進
会
と
は
、
一
九
一
二
年
七
月
王
寛
が
北
平
で
設

立
し
た
全
国
規
模
の
社
会
団
体
で
あ
る
。
本
部
は
西
単
清
真
寺
に

あ
っ
た
。

（
１６
）
前
掲
『
重
慶
市
志
』
第
二
巻
、
二
〇
―
二
一
頁
。

（
１７
）
同
上
。

（
１８
）
「
中
国
回
民
救
国
協
会
宣
言
」（『
新
華
日
報
』
一
九
三
八
年
一

月
一
六
日
）
四
面
。「
中
国
回
教
救
国
協
会
第
二
届
理
監
事
名
単
」

（
一
九
三
九
年
八
月
）（『
中
国
回
教
救
国
協
会
第
一
届
全
体
会
員
代

表
大
会
特
刊
』）
三
九
頁
。

（
１９
）
前
掲
『
重
慶
市
志
』
第
二
巻
、
二
〇
―
二
一
頁
。

（
２０
）
「
中
国
回
教
救
国
協
会
一
年
来
工
作
報
告
」（『
中
国
回
教
救
国

協
会
第
一
届
全
体
会
員
代
表
大
会
特
刊
』）
一
九
―
二
〇
頁
。

（
２１
）
重
慶
市
渝
中
区
人
民
政
府
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
重
慶
市
市

中
区
志
』（
重
慶
・
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
七
二
二
頁
。

（
２２
）
「
中
国
回
民
救
国
協
会
各
分
支
会
組
織
程
章
」（『
月
華
』
一
〇

巻
二
二
期
―
二
四
期
合
刊
、
一
九
三
八
年
）
一
六
頁
。「
中
国
回
教

救
国
協
会
各
地
分
会
支
会
区
会
組
織
通
則
」（『
中
国
回
教
救
国
協

会
第
一
届
全
体
会
員
代
表
大
会
特
刊
』）
二
七
―
二
九
頁
。「
中
国

史

学

第
七
九
巻

第
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・
二
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回
教
救
国
協
会
分
支
区
会
組
織
通
則
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会

刊
』
四
巻
五
期
―
八
期
合
刊
、
一
九
四
二
年
）
二
四
―
二
七
頁
。

「
補
充
支
区
会
組
織
要
点
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
九

期
、
一
九
四
〇
年
）
二
六
―
二
七
頁
。

（
２３
）
伍
儀
彰
前
掲
「
重
慶
回
教
源
流
考
」（『
中
国
伊
斯
蘭
教
史
参
考

資
料
選
編
』）
一
六
七
六
―
一
六
七
九
頁
。
前
掲
『
重
慶
市
志
』
第

二
巻
、
二
〇
―
二
一
頁
、
ま
た
前
掲
『
重
慶
市
市
中
区
志
』
九
二

―
九
三
頁
及
び
七
二
〇
頁
。

（
２４
）
「
清
真
寺
管
理
法
及
寺
董
会
組
織
條
例
公
�
施
行
」（『
中
国
回

教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻
七
期
、
一
九
四
一
年
）、
二
〇
頁
。

（
２５
）
岩
村
忍
『
中
国
回
教
社
会
の
構
造
』
下
巻
（
日
本
評
論
社
、
一

九
五
〇
年
）
四
一
―
四
三
頁
。

（
２６
）
「
清
真
寺
董
事
会
組
織
通
則
」（
民
国
二
九
年
一
二
月
一
九
日
第

三
三
次
常
会
通
過
）、「
清
真
寺
管
理
�
法
」、「
推
行
清
真
寺
管
理

�
法
及
清
真
寺
董
事
会
組
織
通
則
應
注
意
事
項
」
以
上
、『
月
華
』

一
三
巻
四
―
九
期
合
刊
、
一
九
四
一
年
、
二
〇
―
二
三
頁
。
前
掲

「
清
真
寺
管
理
法
及
寺
董
会
組
織
條
例
公
�
施
行
」（『
中
国
回
教
救

国
協
会
会
刊
』
三
巻
七
期
）
二
〇
頁
。「
修
訂
清
真
寺
管
理
�
法
」、

「
中
国
回
教
協
会
清
真
寺
管
理
暫
行
�
法
」、「
清
真
寺
董
事
会
組
織

通
則
」、「
推
行
清
真
寺
管
理
�
法
及
清
真
寺
董
事
会
組
織
通
則
應

注
意
事
項
」、
以
上
『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
七
巻
八
―
一
二

期
合
刊
、
一
九
四
八
年
、
二
一
―
二
二
頁
。

（
２７
）
岩
村
忍
『
中
国
回
教
社
会
の
構
造
』（（
上
・
下
）（
社
会
構
成

史
体
系
五
・
六
）
日
本
評
論
社
、
一
九
四
九
―
一
九
五
〇
年
）。
澤

井
充
生
「
中
国
の
宗
教
政
策
と
回
族
の
清
真
寺
管
理
運
営
制
度

―
寧
夏
回
族
自
治
区
銀
川
市
の
事
例
か
ら
―
」（『
イ
ス
ラ
ム
世

界
』
五
九
号
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
二
三
―
四
九
頁
。

（
２８
）
潜
「
重
慶
市
回
教
概
述
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻

五
期
、
一
九
三
九
年
）
一
五
―
一
六
頁
。「
補
修
重
慶
西
寺
」
お
よ

び
「
紛
紛
電
慰
重
慶
西
南
両
寺
之
被
炸
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会

会
刊
』
二
巻
八
・
九
期
合
刊
、
一
九
四
〇
年
）
二
四
―
二
五
頁
。

「
本
会
城
址
曁
陪
都
清
真
寺
被
炸
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』

三
巻
一
〇
期
、
一
九
四
一
年
）
二
〇
頁
。「
修
建
重
慶
清
真
西
寺
」

（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻
一
一
・
一
二
期
合
刊
、
一
九

四
一
年
）
二
〇
頁
。
伍
儀
彰
前
掲
「
重
慶
回
教
源
流
考
」（『
中
国

伊
斯
蘭
教
史
参
考
資
料
選
編
』）
一
六
七
六
―
一
六
七
九
頁
。
馬
以

愚
「
中
国
回
教
名
礼
拝
寺
記
�
重
慶
清
真
寺
」（『
中
国
伊
斯
蘭
教

史
参
考
資
料
選
編
』）
三
九
五
―
四
〇
八
頁
﹇
原
載
『
東
方
雑
誌
』

四
二
巻
三
号
、
一
九
四
六
年
﹈。「
修
建
陪
都
清
真
大
寺
」（『
月

華
』
一
四
巻
九
―
一
〇
期
、
一
九
四
二
年
）
一
三
頁
。
温
少
鶴

「
重
慶
清
真
寺
史
実
簡
述
」（『
月
華
』
一
六
巻
一
―
三
期
、
一
九
四

六
年
）
一
三
頁
。
前
掲
『
重
慶
市
志
』
第
二
巻
、
八
九
―
九
一
頁
。

四
川
省
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
四
川
省
志
・
宗
教
志
』
成
都
・

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
三
六
―
二
四
二
頁
を
参
照
。

（
２９
）
王
夢
揚
（
一
九
〇
五
―
一
九
八
九
）
は
本
名
を
孟
揚
、
筆
名
を

夢
揚
と
い
っ
た
。
北
京
出
身
の
回
民
で
あ
り
、
成
達
師
範
学
校
、

西
北
中
学
で
教
員
を
務
め
、『
月
華
報
』
の
主
編
を
兼
ね
た
。
日
中

戦
争
期
に
は
〈
協
会
〉
の
理
事
を
務
め
た
。
一
九
四
〇
年
以
降
、

前
後
し
て
隴
東
師
範
学
校
、
新
疆
学
院
文
学
系
な
ど
で
活
動
し
た
。

そ
の
後
、
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
書
法
家
協
会
理
事
、
新
疆
宗
教
学

会
常
務
委
員
、
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
文
史
館
館
員
、
中
国
書
法
家

協
会
会
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
楊
恵
雲
主
編
『
中
国
回
族
大
辞

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

八
三
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典
』（
上
海
・
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
二
〇
六
頁
参
照
。

（
３０
）
前
掲
「
補
修
重
慶
西
寺
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
二
巻

八
・
九
期
合
刊
）
二
四
頁
。

（
３１
）
前
掲
「
修
建
重
慶
清
真
西
寺
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』

三
巻
一
一
・
一
二
期
合
刊
）
二
〇
頁
。

（
３２
）
前
掲
『
重
慶
市
志
』
第
二
巻
、
八
九
―
九
〇
頁
。

（
３３
）
木
村
前
掲
論
文
、
五
一
頁
お
よ
び
五
四
頁
。

（
３４
）
こ
の
供
儀
の
出
典
は
ク
ル
ア
ー
ン
三
七
章
一
〇
二
―
一
〇
八
節

で
あ
る
（「﹇
こ
の
子
が
﹈
彼
（
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
―
引
用
者
）
と

共
に
働
く
年
頃
に
な
っ
た
時
、
彼
は
言
っ
た
。『
息
子
よ
、
私
は
あ

な
た
を
犠
牲
に
捧
げ
る
夢
を
見
ま
し
た
。
さ
あ
、
あ
な
た
は
ど
う

考
え
る
の
で
す
か
。』
彼
（
イ
ス
マ
イ
ー
ル
）
は
﹇
答
え
て
﹈
言
っ

た
。『
父
よ
、
あ
な
た
が
命
じ
ら
れ
た
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
も
し

ア
ッ
ラ
ー
が
御
望
み
な
ら
ば
、
私
が
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
御
解
か
り

で
し
ょ
う
。』
そ
こ
で
彼
ら
両
人
は
﹇
命
令
に
﹈
服
し
て
、
彼
（
子

供
）
が
額
を
﹇
地
に
付
け
﹈
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
時
、
我
（
ア
ッ

ラ
ー
）
は
告
げ
た
。『
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
よ
。
あ
な
た
は
確
か
に
あ

の
夢
を
実
践
し
た
。
本
当
に
我
は
こ
の
よ
う
に
正
し
い
行
い
を
す

る
者
に
報
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
試
み
で
あ
っ
た
。』
我
は
大
き

な
犠
牲
で
彼
を
贖
い
、
末
永
く
彼
の
た
め
に
（
こ
の
祝
福
を
）
留

め
た
」）（
三
田
了
一
訳
・
注
解
『
日
亜
対
訳

聖
ク
ル
ア
ー
ン
』

（
改
訂
版
第
五
刷
）
宗
教
法
人
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
、
一
九
九
六
年

（
カ
イ
ロ
版
（
標
準
エ
ジ
プ
ト
版
、
カ
イ
ロ
・
ア
ズ
ハ
ル
版
）
を
利

用
し
た
日
本
語
訳
）。

（
３５
）
一
九
三
九
年
の
断
食
明
け
に
関
し
て
「
中
国
回
教
救
国
協
会
挙

行
開
斎
節
祈
祷
大
会
宣
言
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻

四
期
、
一
九
三
九
年
、
二
頁
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
会

報
に
は
断
食
月
に
関
し
て
「
一
三
五
九
年
斎
月
中
国
回
教
救
国
協

会
告
全
国
回
胞
書
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
二
巻
一
二
期
、

一
九
四
〇
年
）
と
い
う
文
章
も
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
四
〇
年
一
〇

月
の
ラ
マ
ダ
ー
ン
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
第
九
番
目
の
月
名
で
あ
り
、

一
か
月
間
の
サ
ウ
ム
す
な
わ
ち
断
食
・
斎
戒
が
課
せ
ら
れ
た
月
。

ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
断
食
は
ム
ス
リ
ム
に
課
せ
ら
れ
た
五
行
の
義
務

行
為
で
あ
る
）
に
際
し
て
、〈
協
会
〉
が
全
国
の
ム
ス
リ
ム
に
向
け

て
発
し
た
宣
伝
文
で
あ
る
。

（
３６
）
「
回
民
開
斎
節
祈
祷
抗
戦
勝
利
」（『
中
央
日
報
』
一
九
三
八
年

一
一
月
二
四
日
）。
唐
柯
三
「
開
斎
節
挙
行
祈
祷
大
会
在
大
殿
演

講
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
三
期
、
一
九
三
九
年
）

五
―
六
頁
。「
発
動
開
斎
節
祈
祷
大
会
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会

刊
』
一
巻
三
期
、
一
九
三
九
年
）
一
四
頁
。
前
掲
「
中
国
回
教
救

国
協
会
挙
行
開
斎
節
祈
祷
大
会
宣
言
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会

刊
』
一
巻
四
期
）
二
頁
。「
全
国
回
胞
祈
祷
勝
利
並
追
悼
馬
秉
忠
旅

長
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
四
期
、
一
九
三
九
年
）

二
六
頁
。「
挙
行
開
斎
節
日
祈
祷
大
会
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会

刊
』
一
巻
四
期
、
一
九
三
九
年
）
二
六
頁
。「
全
国
回
胞
於
開
斎
節

日
祈
祷
抗
戦
勝
利
並
追
悼
馬
秉
忠
旅
長
―
晋
回
民
組
織
抗
日
義
勇

隊
」（『
中
央
日
報
』
一
九
三
九
年
一
一
月
一
〇
日
）。「
慶
祝
開
斎

節
祈
祷
抗
戦
勝
利
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻
一
期
、

一
九
四
〇
年
）
二
三
頁
。「
簡
訊
」（『
新
華
日
報
』
一
九
四
〇
年
一

一
月
二
日
）。「
重
慶
回
胞
隆
重
慶
祝
開
斎
節
」（『
中
国
回
教
救
国

協
会
会
刊
』
三
巻
一
一
期
、
一
九
四
一
年
）
一
七
頁
。「
市
聞
一

束
」（『
新
華
日
報
』
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
三
日
）。「
開
斎
節
祈

史

学

第
七
九
巻
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祷
勝
利
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
五
巻
九
―
一
二
期
合
刊
、

一
九
三
九
年
）
二
八
頁
。「
市
聞
一
束
」（『
新
華
日
報
』
一
九
四
三

年
一
〇
月
一
日
）。「
陪
都
教
胞
熱
烈
慶
祝
開
斎
節
」（『
中
国
回
教

救
国
協
会
会
刊
』
六
巻
一
〇
―
一
二
期
合
刊
、
一
九
四
四
年
）
一

六
頁
。「
市
聞
一
束
」（『
新
華
日
報
』
一
九
四
四
年
九
月
一
七
日
。

（
３７
）
艾
宣
栽
は
、
一
九
四
二
年
八
月
改
選
で
〈
協
会
〉
理
事
に
選
出

さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
（「
大
会
開
幕
階
段
」
及
び
「
第
三
次
会
議

記
録
」『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
四
巻
四
期
、
三
―
五
頁
、
一

〇
頁
、
一
九
頁
）

（
３８
）
王
世
明
は
、
一
九
三
二
年
に
北
平
成
達
師
範
学
校
か
ら
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ズ
ハ
ル
大
学
に
第
二
次
中
国
留
学
生
派
遣
団
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
留
学
経
験
者
で
あ
り
、
一
九
三
八
年
に
〈
協
会
〉
に
よ
っ

て
西
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
地
域
に
派
遣
さ
れ
た
中
国
回
教
近
東
訪

問
団
の
構
成
員
の
一
人
で
あ
っ
た
（
趙
振
武
「
三
十
年
来
之
中
国

回
教
文
化
概
況
」（『
禹
貢
（
半
月
刊
）』
第
五
巻
第
一
一
期
、
北

平
・
禹
貢
学
会
、
一
九
三
六
年
、
一
八
―
一
九
頁
。
閃
克
行
「
抗

戦
四
年
来
的
回
教
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻
九
期
、

一
九
四
一
年
、
五
頁
）。

（
３９
）
張
乗
鐸
は
、
一
九
三
二
年
に
北
平
成
達
師
範
学
校
か
ら
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ズ
ハ
ル
大
学
に
第
二
次
中
国
留
学
生
派
遣
団
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
（
趙
振
武
前
掲
「
三
十
年
来
之
中
国
回
教

文
化
概
況
」（『
禹
貢
（
半
月
刊
）』）
一
八
―
一
九
頁
）。

（
４０
）
林
仲
明
は
、
字
を
子
敏
と
い
い
、
雲
南
蒙
自
出
身
の
回
民
で
あ

っ
た
。
一
九
三
一
―
一
九
四
〇
年
、
ア
ズ
ハ
ル
大
学
文
学
院
に
留

学
し
た
。
後
に
、
北
京
外
語
学
院
教
授
に
な
り
、
退
職
後
に
昆
明

伊
斯
蘭
経
学
院
教
授
を
務
め
る
（
姚
継
徳
「
回
族
留
学
生
与
雲
南

現
代
伊
斯
蘭
文
化
」『
回
族
研
究
』
一
九
九
六
年
第
三
期
、
一
八
頁

参
照
）。

（
４１
）
麦
斯
武
徳
（
一
八
八
六
―
一
九
五
一
）
と
は
、
新
疆
伊
寧
出
身

の
ウ
イ
グ
ル
族
で
圖
冉
学
校
、
徳
爾
乃
克
学
校
、
伊
犁
学
校
等
を

創
建
す
る
な
ど
文
教
事
業
や
社
会
事
業
な
ど
に
尽
力
し
た
人
物
で

あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
一
一
月
新
疆
省
代
表
の
身
分
で
、
中
国
国

民
党
第
五
次
全
国
代
表
大
会
に
参
加
し
、
中
央
執
行
委
員
に
当
選

し
た
。
一
九
三
七
年
、
国
民
政
府
に
随
っ
て
、
武
漢
、
重
慶
へ
と

遷
っ
た
。
一
九
三
八
年
第
一
次
国
民
参
政
会
参
政
員
、
一
九
四
〇

年
第
二
次
国
民
参
政
会
参
政
員
、
一
九
四
三
年
国
民
政
府
委
員
、

一
九
四
五
年
国
民
党
第
六
次
中
央
執
行
委
員
・
常
務
委
員
、
一
九

四
六
年
監
察
院
新
疆
区
監
察
使
を
歴
任
し
た
。
一
九
四
七
年
五
月

新
疆
省
政
府
委
員
兼
主
席
に
任
ぜ
ら
れ
、
七
月
国
民
大
会
代
表
立

法
委
員
新
疆
省
選
挙
事
務
所
主
席
委
員
に
派
遣
さ
れ
、
九
月
監
察

院
監
察
委
員
新
疆
省
選
挙
監
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
九
四
八
年
一

二
月
、
新
疆
省
政
府
委
員
兼
主
席
を
免
職
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九
五

一
年
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
死
去
し
た
（
徐
友
春
主
編
『
民
国
人
物

大
辞
典
』
石
家
荘
・
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
八
一
七

頁
参
照
）。

（
４２
）
定
中
明
は
湖
南
常
徳
出
身
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
上
海
伊
斯
蘭

回
文
師
範
学
校
で
学
び
、
一
九
三
四
年
ア
ズ
ハ
ル
大
学
に
留
学
し
、

博
士
号
を
取
得
し
た
。
一
九
四
二
年
に
湖
南
常
徳
に
戻
っ
た
後
、

国
民
政
府
外
交
部
に
就
職
し
た
。
後
に
台
湾
に
行
き
、
世
界
伊
斯

蘭
教
聯
盟
理
事
会
理
事
、
台
湾
国
民
党
外
交
部
顧
問
、
台
北
大
学

教
授
兼
阿
拉
伯
文
系
主
任
、
台
湾
伊
斯
蘭
教
総
教
長
、
台
北
市
清

真
大
寺
伊
瑪
目
を
歴
任
し
た
。
た
び
た
び
台
湾
伊
斯
蘭
教
朝
覲
団

日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

八
五
（
八
五
）



を
率
い
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
メ
ッ
カ
巡
礼
に
赴
い
た
（
前
掲

『
中
国
回
族
大
辞
典
』
七
三
六
―
七
三
七
頁
参
照
）。

（
４３
）
「
中
国
回
教
救
国
協
会
一
年
来
工
作
報
告
（
五
、
関
於
教
務
部

分
�
甲
、
提
倡
忠
孝
節
）」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
第
一
届
全
体
会

員
代
表
大
会
特
刊
』）
一
九
―
二
〇
頁
。

（
４４
）
克
「
紀
念
偉
大
的
忠
孝
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三

巻
三
・
四
期
合
刊
、
一
九
四
一
年
）
八
頁
。

（
４５
）
同
上
。

（
４６
）
同
上
。

（
４７
）
会
務
消
息
「
二
、
理
事
長
召
集
本
会
全
体
工
作
人
員
訓
話
」

（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
一
期
、
一
九
三
九
年
）
二
九

頁
。

（
４８
）
ウ
ン
マ
と
は
、
宗
教
に
立
脚
し
た
共
同
体
の
こ
と
を
い
う
。
現

代
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
、
民
族
共
同
体
の
こ
と
も
指
す
。
ア
ラ
ビ
ア

語
の
古
典
で
は
、「
ム
ハ
ン
マ
ド
の
共
同
体
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
通
例
「
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
」
と
い
い
、
世
界
中
の
ム
ス
リ

ム
を
含
む
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て

い
る
。

（
４９
）
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
の
義
務
に
は
連
帯
義
務
（
フ
ァ
ル
ド
・
キ
フ

ァ
ー
ヤ
）
と
個
人
義
務
（
フ
ァ
ル
ド
・
ア
イ
ン
）
の
区
別
が
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
（
ウ
ン
マ
）
の
構
成
員
の
な
か
の
一
部
が
あ

る
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
共
同
体
全
体
が
当
該
の
義
務
を

果
た
し
た
こ
と
に
な
る
場
合
（
例
え
ば
ジ
ハ
ー
ド
へ
の
参
加
）
に

は
そ
の
義
務
は
連
帯
義
務
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
個
々
の

ム
ス
リ
ム
の
う
ち
義
務
能
力
者
が
そ
れ
ぞ
れ
果
た
す
べ
き
義
務
を

個
人
的
義
務
（
礼
拝
、
断
食
等
）
と
い
う
。
な
お
、
特
殊
な
状
況

に
お
い
て
連
帯
義
務
が
個
人
義
務
に
転
化
す
る
場
合
が
あ
る
（
例

え
ば
外
敵
侵
入
時
の
当
該
地
域
全
員
の
ジ
ハ
ー
ド
参
加
義
務
）。

（
５０
）
前
掲
松
本
論
文
、
一
五
八
―
一
六
一
頁
。

（
５１
）
「
重
慶
回
胞
挙
行
忠
孝
節
典
礼
並
為
抗
戦
勝
利
祈
祷
」（『
中
国

回
教
救
国
協
会
会
刊
』
一
巻
八
期
、
一
九
四
〇
年
）
三
七
頁
。「
慶

祝
忠
孝
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻
三
・
四
期
合
刊
、

一
九
四
一
年
）
四
八
頁
。「
回
教
忠
孝
節
将
挙
行
啓
典
」（
中
央
社

訊
）（『
新
華
日
報
』
一
九
四
一
年
一
月
一
〇
日
）。「
忠
孝
節
重
慶

回
胞
熱
烈
慶
祝
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
四
巻
一
期
、
一

九
四
二
年
）
二
九
頁
。「
忠
孝
節
渝
市
盛
典
志
略
」（『
中
国
回
教
救

国
協
会
会
刊
』
五
巻
一
期
、
一
九
四
三
年
）
一
三
頁
。「
発
動
各
地

拡
大
紀
念
古
爾
邦
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
五
巻
九

―
一
二
期
合
刊
、
一
九
四
三
年
）
二
八
頁
。「
陪
都
教
胞
熱
烈
慶
祝

犠
牲
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
六
巻
一
〇
―
一
二
期
合

刊
、
一
九
四
四
年
）
一
六
頁
。

（
５２
）
前
掲
「
忠
孝
節
重
慶
回
胞
熱
烈
慶
祝
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会

会
刊
』
四
巻
一
期
）
二
九
頁
。

（
５３
）
前
掲
「
慶
祝
忠
孝
節
」（『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
三
巻

三
・
四
期
合
刊
）
四
八
頁
。

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

八
六
（
八
六
）


